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はじめに

『Java Enterprise System配備実例集:評価のシナリオ』では、Sun Java™ Enterprise
System (Java ES)を 1つのシステムにインストールする方法、また一連の核となる共
有ネットワークサービスを確立し、確立したサービスにアクセスできるユーザーアカ
ウントを設定する方法について説明します。

対象読者
このマニュアルは、Java Enterprise Systemをインストールし評価する評価担当者、シ
ステム管理者、およびインストール技術者を対象としています。

このマニュアルは、次の事項に習熟している方を対象に記述されています。

� UNIX®オペレーティングシステム
� インターネットプロトコル (IP)コンピュータネットワーク
� エンタープライズレベルのソフトウェア製品のインストール

このマニュアルをお使いになる前に
このマニュアルで説明されているタスクを実行する前に、Java Enterprise Systemリ
リースノートをお読みください。Java Enterprise Systemマニュアルの説明およびリ
ンクについては、14ページの「関連マニュアル」を参照してください。
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このマニュアルの構成
このマニュアルには、評価ソリューションの設計に関する背景情報と、評価ソリュー
ションをインストールおよび設定するための詳細な手順が記載されています。このマ
ニュアルは、次の章で構成されています。

第 1章では、Java ES評価の目的と、評価ソリューションの基になっているユース
ケースについて説明します。

第 2章は、評価のユースケースを実装し、Java ES製品の機能を例証する Java ESソ
リューションに関する高度な技術上の説明です。

第 3章は、評価ソリューションに関する詳細な技術上の説明です。

第 4章では、評価ソリューションのインストールおよび設定に使用する値の一覧を示
します。

第 5章では、評価ソリューションをインストールするための詳細な手順を示します。

第 6章では、評価ソリューションの設定を続行し、設定を検証するための詳細な手順
を示します。

第 7章では、評価ソリューションで使用する LDAPディレクトリの設定を完了し、テ
スト用のエンドユーザーアカウントを作成するための詳細な手順を示します。

第 8章では、評価ソリューションをシングルサインオン用に設定し、ソリューション
全体が正しく機能することを検証するための詳細な手順を示します。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。
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表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード
例を示します。

.loginファイルを編集しま
す。

ls -a を使用してすべての
ファイルを表示します。

machine_name% you have
mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコ
ンピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 変数を示します。実際に使用する特定の
名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザー
ズガイド』を参照してくださ
い。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、
強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照
してください。

この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストが
ページ行幅を超える場合に、継続を示し
ます。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。
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キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

記号の表記規則
次の表は、このマニュアルで使用される記号を示しています。

表 P–2記号の表記規則

記号 説明 例 意味

[ ] 省略できるコマンドオ
プションを示します。

ls [-l] -lオプションは必要あ
りません。

{ | } 必須コマンドオプ
ションの選択肢を示し
ます。

-d {y|n} -dオプションでは、y
引数または n引数を使
用する必要がありま
す。

+ 同時に押すキーを連結
します。

Ctrl+A Ctrlキーを押しながら
Aキーを押します。

- 連続して押すキーを連
結します。

Ctrl-A-N Ctrlキーを押して放し
てから、後続のキーを
押します。

> グラフィカルユーザー
インタフェースで選択
するメニュー項目を示
します。

「ファイル」>「新規」>「テ
ンプレート」

「ファイル」メニュー
から「新規」を選択し
ます。「新規」サブメ
ニューから「テンプ
レート」を選択しま
す。

関連マニュアル
docs.sun.comSMのWebサイトで、Sunの技術マニュアルをオンラインで利用できま
す。docs.sun.comのアーカイブを参照するか、特定のマニュアルタイトルや件名を検
索できます。マニュアルは、PDF (Portable Document Format)形式および HTML
(Hypertext Markup Language)形式のオンラインファイルとして用意されています。
どちらの形式のファイルも、障害を持つユーザーにも参照可能です。URLは
http://docs.sun.comです。
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Java Enterprise Systemのマニュアルには、システム全体に関する情報とそのコンポー
ネントに関する情報が記載されています。Java ESのマニュアルセットの URL
は、http://docs.sun.com/prod/entsys.05q4です。Java Enterprise Systemド
キュメントロードマップでは、個々のシステムコンポーネントのマニュアルについて
説明しています。各コンポーネントのマニュアルは、http://docs.sun.comから
入手することもできます。

次の表に、Java ESのマニュアルセットにあるシステムのマニュアルの一覧を示しま
す。左の列は各マニュアルのタイトルとパーツ番号 URLで、右の列はマニュアルの
全般的な内容です。

表 P–3 Java Enterprise Systemのマニュアル

マニュアル名 内容

『Java Enterprise Systemリリースノー
ト』http://docs.sun.com/
doc/819-3421?l=ja

既知の問題を含め、Java Enterprise Systemに
関する最新情報を記載しています。これ以外
に、コンポーネントごとにリリースノートが
あります。

『Java Enterprise Systemドキュメントロード
マップ』http://docs.sun.com/
doc/819-3414?l=ja

Java Enterprise Systemのシステムと個々のコ
ンポーネントに関連するすべてのマニュアル
について説明しています。

『Java Enterprise System技術の概
要』http://docs.sun.com/
doc/819-3583?l=ja

Java Enterprise Systemの技術上および概念上
の基礎を紹介しています。コンポーネント、
アーキテクチャー、プロセス、および機能に
ついて説明しています。

『Java Enterprise System配備計画ガイ
ド』http://docs.sun.com/
doc/819-3449?l=ja

Java Enterprise Systemに基づくエンタープラ
イズ配備ソリューションの計画と設計を紹介
しています。配備の計画と設計に関する基本
的な概念と原則を示し、ソリューションのラ
イフサイクルについて説明し、Java Enterprise
Systemに基づいてソリューションを計画する
ときに使用する高度な実例と方針を示しま
す。

『Java Enterprise Systemユーザーの管
理』http://docs.sun.com/doc/819-2332

Java Enterprise Systemソリューションのユー
ザーに関する情報を計画、配備、および管理
するのに役立ちます。Java Enterprise System
配備計画ガイドの補足として、ユーザー管理
の問題の、ソリューションのライフサイクル
のそれぞれの面について説明しています。

『Java Enterprise System配備実例集:評価の
シナリオ』http://docs.sun.com/
doc/819-3442?l=ja

Java Enterprise Systemを 1つのシステムにイ
ンストールする方法、核となる共有ネット
ワークサービスのセットを確立する方法、お
よび確立したサービスにアクセスできるユー
ザーアカウントを設定する方法について説明
します。
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表 P–3 Java Enterprise Systemのマニュアル (続き)
マニュアル名 内容

『Java Enterprise Systemインストールガイ
ド』http://docs.sun.com/
doc/819-3313?l=ja

Solarisオペレーティングシステムまたは
Linuxオペレーティングシステムで Java
Enterprise Systemをインストールするプロセ
ス全体について説明します。インストールす
るコンポーネントを選択する方法、インス
トール後にそれらのコンポーネントを設定す
る方法、および設定したコンポーネントが正
しく機能することを検証する方法を示しま
す。

『Java Enterprise Systemアップグレードと移
行』http://docs.sun.com/
doc/819-3456?l=ja

Solarisオペレーティングシステムまたは
Linuxオペレーティング環境での Java
Enterprise Systemのアップグレードに関する
情報と手順について説明します。

『Java Enterprise System用語
集』http://docs.sun.com/
doc/816-4629?l=ja

Java Enterprise Systemのマニュアルで使用す
る用語を定義しています。

Sunのオンラインリソースへのアクセス
Java Enterprise Systemの購入について
は、http://www.sun.com/software/javaenterprisesystem/index.html
にアクセスしてください。

プロ向けのサービス、パッチとサポート、追加の開発者情報、およびその他の製品ダ
ウンロードについては、次のオンラインリソースにアクセスしてください。

� 上級者向けのサービス
(http://www.sun.com/service/sunps/sunone/index.html)

� Sunのエンタープライズサービス、Solarisパッチ、およびサポート
(http://sunsolve.sun.com/)

� 開発者向け情報 (http://developers.sun.com/prodtech/index.html)
� ダウンロードセンター (http://wwws.sun.com/software/download/)

Sunの技術サポートの連絡先
この製品に関する製品マニュアルで扱われていない技術的な質問について
は、http://www.sun.com/service/contactingにアクセスしてください。
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サードパーティーのWebサイトに関す
る参照情報
このマニュアルには、補足的な関連情報を提供するために、サードパーティの URL
も参照されています。

注 – Sunは、このマニュアルに記載されているサードパーティのWebサイトが利用可
能かどうかについて責任を負いません。Sunは、このようなサイトまたはリソースで
得られるあらゆる内容、広告、製品、およびその他の資料を保証するものではなく、
責任または義務を負いません。Sunは、このようなサイトまたはリソースで得られる
あらゆるコンテンツ、製品、またはサービスによって生じる、または使用に関連して
生じる、または信頼することによって生じる、または生じたと主張される、いかなる
損害または損失についても責任または義務を負いません。

ご意見、ご要望の送付先
Sunではマニュアルの品質向上のため、お客様のご意見、ご要望をお受けしておりま
す。

ご意見をお送りいただく場合は、http://docs.sun.com/app/docs?l=jaにアク
セスし、「コメントの送信」をクリックしてください。オンラインフォームで、マ
ニュアルの名称および Part No.をお知らせください。Part No.は、マニュアルのタイ
トルページまたは最上部に記載されている 7桁または 9桁の番号です。
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第 1章

評価のシナリオの概要

この章では、評価の目的について説明し、評価ソリューションの基になっているユー
スケースの一覧を示します。

この章では、次の節で評価について紹介します。

� 19ページの「Java Enterprise Systemについて」
� 20ページの「評価の目的」
� 20ページの「評価のユースケース」

Java Enterprise Systemについて
Sun Java™ Enterprise System (Java ES)は、企業における広範囲なコンピュータに対
する要求をサポートするインフラストラクチャーソフトウェアです。たとえば、企業
の従業員が電子メール、カレンダ、および社内ビジネスアプリケーションにセキュア
にアクセスできるように、セキュリティー保護されたイントラネットポータルを作成
するなどです。

Java ESは、カスタムのプログラミングを必要としないエンドユーザーサービスを多
く提供するとともに、カスタムの分散型のエンタープライズアプリケーションもサ
ポートしています。

Java ESは、Sun Java System Directory ServerやAccess Managerなどのソフトウェア
コンポーネントで構成されています。さまざまな企業のコンピュータに対する要求に
対応するために、Java ESのコンポーネントは何通りもの方法で組み合わせて設定で
きます。

各企業は自社の要求を評価し、独自の Java ESソリューションを設計します。ある企
業にとっての最適なソリューションは、必要な Java ESサービス、利用ユーザー数、
使用できるハードウェアの種類や、その他の考慮点によって異なります。
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Java ESの技術概念および用語集の詳細については、『Java Enterprise System技術の
概要』(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja)を参照してください。
Java ESソリューションの設計に関する詳細については、『Java Enterprise System配
備計画ガイド』(http://docs.sun.com/doc/817-7592?l=ja)を参照してくださ
い。

評価の目的
このマニュアルでは、Java ESコンポーネントの基本セットをインストールする方法
と、カスタムのアプリケーションプログラミングを行うことなくそれらを設定して、
ネットワーク接続されたメッセージングサービス、カレンダサービス、およびポータ
ルサービスを提供する方法について説明します。このマニュアルでは、Webベースの
インタフェースからこれらのサービスにアクセスできるように LDAPユーザーアカウ
ントを設定する方法についても説明します。

評価用にインストールするコンポーネントのセットは、シングルサインオン機能およ
びプロキシ認証機能をサポートするため、これらの Java ES機能の評価が可能になり
ます。このマニュアルで、シングルサインオンとプロキシ認証を設定する方法につい
て説明します。

このマニュアルの手順を実行することで、核となる共有ネットワークサービスが企業
の従業員および顧客に Java ESコンポーネントによってどのように提供されるかがわ
かります。それらの核となるサービスに、組み込み型のWebベースのインタフェース
を使用してアクセスする方法を学習します。また、Java ESソリューションで自社の
従業員および顧客にサービスをどのように提供できるかイメージできるように、
Java ESの機能についても十分に学習します。

評価のユースケース
このマニュアルでは、Java ESの多数の機能を例証する製品評価について説明しま
す。評価機能は、次の一連のユースケースで特定されます。

� インストールと設定を使用する場合: 1つのシステムに Java Enterprise Systemコン
ポーネントをインストールする。

� インストールと設定を使用する場合: Java Enterprise Systemの設定ツールを使用し
て、コンポーネントのインスタンスを設定する。

� インストールと設定を使用する場合:管理者アカウントを使用して、メール、カレ
ンダ、ポータル、およびインスタントメッセージの各サービスを検証する。

� 管理者が使用する場合:評価ソリューションのディレクトリツリーを設定し、1つ
のエンドユーザーアカウントを確立する。
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� 管理者が使用する場合:メールサービスおよびカレンダサービスのAccess Manager
シングルサインオン (SSO)を設定する。

� エンドユーザーが使用する場合: Communications Expressインタフェースおよび
シングルサインオン機能を使用して、1つのインタフェースでメールサービスおよ
びカレンダサービスにアクセスする。

� 管理者が使用する場合: Portal Serverプロキシ認証を設定する。

� エンドユーザーが使用する場合:ポータルデスクトップにログインしてシングルサ
インオン機能を使用して、メールサービスおよびカレンダサービスにアクセスす
る。

このマニュアルでは、これらのユースケースを実装してこれらの機能を実証する Java
Enterprise Systemソリューションを設計、インストール、設定、および使用する方法
を示します。

評価ソリューションのユースケースは比較的単純ですが、このマニュアルでは、標準
的な配備計画の方法論を使用して、評価ソリューションを設計する方法およびインス
トール手順を開発する方法について説明します。第 2章、第 3章、および第 4章で
は、評価ソリューションのコンポーネントを選択する方法、ソリューションのアーキ
テクチャーを開発する方法、およびソリューションのインストールおよび設定に使用
する値を開発する方法について説明します。これらの説明は、『Java Enterprise
System配備計画ガイド』で概要が説明されている配備計画の方法論に従っています。
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第 2章

アーキテクチャー

Java ESアーキテクチャーは、Java ESソリューションに関する高度な技術的説明で
す。アーキテクチャーを開発して、ユースケースで説明されているサービスを提供す
る Java ESコンポーネントとほかの技術の組み合わせを特定します。

アーキテクチャーの開発は、2つの段階のプロセスで構成されます。次のプロセスを
実行します。

1. 配備シナリオを準備します。配備シナリオでは、ユースケースで説明されている
サービスを提供する Java ESコンポーネントを特定し、さらにこれとは別に、ソ
リューションに対するサービス要件の品質を指定します。

2. 配備アーキテクチャーを準備します。配備アーキテクチャーでは、配備シナリオで
開発した情報を統合します。インストールおよび設定する必要のある各コンポーネ
ントのインスタンス数と冗長性の方針やハードウェアの種類、および必要なサービ
スと指定したサービス品質を提供するためにインスタンスをネットワークに分散す
る方法を決定します。

この章では、評価ソリューションのアーキテクチャーを開発する両方の段階について
説明します。評価アーキテクチャーは比較的単純ですが、これらの説明は、評価ソ
リューションをインストールおよび設定するプロセスを理解するのに役立ちます。配
備計画の方法論に関する詳細については、『Java Enterprise System配備計画ガイ
ド』を参照してください。

この章では、次の節で評価ソリューションのアーキテクチャーを開発するプロセスに
ついて説明します。

� 24ページの「配備シナリオ」
� 26ページの「配備アーキテクチャー」
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配備シナリオ
ソリューションのアーキテクチャー開発の第 1段階は、配備シナリオを準備すること
です。配備シナリオは、次の要素から構成されています。

� 論理アーキテクチャー。ユースケースの実装に必要なコンポーネントを特定しま
す。

� サービス要件の品質のセット。ソリューションに必要なパフォーマンスを指定しま
す。

この節では、20ページの「評価のユースケース」で説明されているユースケースに基
づいて配備シナリオを開発する方法について説明します。

論理アーキテクチャー
論理アーキテクチャーは、一連のユースケースで説明されているサービスを提供する
Java Enterprise Systemコンポーネントを特定します。通常、論理アーキテクチャーは
視覚的に表現されます。評価のユースケースに必要なコンポーネントを図 2–1に示し
ます。

図 2–1評価配備の論理アーキテクチャー

図 2–1のコンポーネントは、次の理由で論理アーキテクチャーに含まれています。
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� ユースケースで説明されているポータルサービスは、Portal Serverによって提供さ
れます。エンドユーザーは、Webベースのポータルデスクトップを使用してポー
タルサービスにアクセスします。左端のクライアント層にあるWebブラウザクラ
イアントは、Webブラウザでポータルデスクトップを表示するエンドユーザーを
表します。評価ソリューションの場合は、サンプルのポータルデスクトップをイン
ストールします。

� Portal Serverおよびその他のいくつかのWebベースのコンポーネントがWebコン
テナで動作している必要があります。評価ソリューションの場合は、Web Server
のインストールを選択し、必要なWebコンテナを提供します。Web Serverは直接
的には何のサービスも提供しないので図 2–1に示されていませんが、Portal
Server、Access Manager、Communications Express、および Instant Messagingの
Webコンテナサポートを提供するためにインストールする必要があります。

� エンドユーザーは、Webベースの Communications Expressインタフェースを使用
して、ユースケースで説明されているメールサービスおよびカレンダサービスにア
クセスします。左端のクライアント層にあるWebブラウザクライアントは、Web
ブラウザで Communications Expressにアクセスするエンドユーザーを表します。

� ユースケースで説明されているメールサービスは、Messaging Serverによって提
供されます。Messaging Serverには独自のWebコンテナがあります。

� ユースケースで説明されているカレンダサービスは、Calendar Serverによって提
供されます。Calendar Serverには独自のWebコンテナがあります。

� ユースケースで説明されているインスタントメッセージサービスは、Instant
Messagingによって提供されます。

� シングルサインオンやポータルプロキシ認証を含め、ユースケースで説明されてい
る認証と承認のサービスは、Access Managerによって提供されます。

� LDAPディレクトリサービスは、ユースケースで説明されているサービスのサポー
トに必要です。LDAPサービスは、Directory Serverによって提供されます。
LDAPディレクトリには、ほかのコンポーネントに関する設定データ、管理ユー
ザーのエントリ、およびエンドユーザーのエントリが保存されます。

図 2–1では、コンポーネントがいくつかの層に配列されています。これらの層は、コ
ンポーネントがソリューション内で実行する異なったロールを表しています。評価ソ
リューションでは、すべての層が 1つのコンピュータシステムに結合されます。

運用ソリューションでは、コンポーネントが実行するロールは、コンポーネントやサ
ブコンポーネントをネットワークに分散する方法、およびスタンドアロンのメールク
ライアントなどのほかのソフトウェアと相互運用するようにそれらのコンポーネント
を設定する方法を決定するのに役立ちます。Java ESの多層アーキテクチャーに関す
る詳細については、『Java Enterprise System技術の概
要』(http://docs.sun.com/doc/817-7583?l=ja)を参照してください。

サービス要件の品質
論理アーキテクチャーにより、ユースケースで説明されているサービスを提供する
Java ESコンポーネントを特定できますが、コンポーネントをネットワークにインス
トールする方法は論理アーキテクチャーからはわかりません。一般的な運用ソリュー
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ションでは、応答時間、サービスの可用性、サービスの信頼性などのサービス要件の
品質は、コンポーネントの複数のインスタンスをインストールおよび設定し、それら
のインスタンスをいくつかのコンピュータシステムに分散することによって確保され
ます。たとえば、Messaging Serverの 2つのインスタンスを 2つの異なるコンピュー
タシステムにインストールし、それらのインスタンスをロードバランス用のハード
ウェアと一緒に設定すると、メッセージサービスのフェイルオーバー機能と高可用性
が実現できます。

ソリューションのサービス要件の品質を決定するには、自社のビジネスニーズを分析
し、一連の要件を作成します。サービス要件の品質は、サポートする必要のあるユー
ザー数、ユーザーに対する応答時間、許容される停止時間など、ビジネスニーズの重
要な特徴に基づいています。

このマニュアルで説明されている評価ソリューションでは、多数のユーザーをサポー
トすることは必要とされていません。また、継続的な可用性や運用ソリューションの
他の機能も必要とされていません。したがって、評価ソリューションのシステム要件
は最小限です。それらの要件は次のとおりです。

� 負荷およびパフォーマンスの要件:なし
� 可用性の要件:なし
� セキュリティーの要件: LDAP認証、シングルサインオン
� サービス機能の要件:なし
� スケーラビリティーの要件:なし

配備アーキテクチャー
ソリューションのアーキテクチャー開発の第 2段階は、配備アーキテクチャーの準備
です。配備アーキテクチャーは、論理アーキテクチャーとサービス要件の品質を統合
します。配備アーキテクチャーを開発するときは、次のような質問に答えます。

� どの冗長性の方針を使用して可用性および信頼性の要件を満たしますか。(利用可
能な一部の冗長性の方針では、1つのコンポーネントの複数のインスタンスをイン
ストールおよび設定し、それらのインスタンスのロードバランスを図って可用性と
信頼性を実現したり、1つのコンポーネントの複数のインスタンスをインストール
および設定し、Sunのクラスタ技術を使用して可用性と信頼性を実現したり、マル
チマスターとレプリケーションの機能で同期が取られる Directory Serverの複数の
インスタンスを使用して可用性と信頼性を実現したりします。)

� ソリューションで使用する冗長性の方針を実装するために、コンポーネントごとに
いくつのインスタンスをインストールおよび設定する必要がありますか。

� どのようにコンポーネントのインスタンスをコンピュータのハードウェアシステム
に結合しますか。たとえば、中規模のソリューションでは、Messaging Serverと
Calendar Serverの両方のインスタンスを 2つのコンピュータシステムにインス
トールおよび設定できます。Sun Cluster技術を利用して 2つのコンピュータシス
テムをクラスタ化すると、このアーキテクチャーでメッセージサービスとカレンダ
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サービスの可用性と信頼性を実現できます。

� サービス要件の品質で指定したパフォーマンスを実現するために、各コンピュータ
システムにいくつの CPUが必要ですか。

これらの質問に対する答えによって、ソリューションの配備アーキテクチャーが明ら
かになります。通常、配備アーキテクチャーは、ソリューション内のコンピュータシ
ステムを表す一連のボックスを使って、視覚的に表現されます。各ボックスには、そ
のコンピュータシステムにインストールされているコンポーネントのラベルを付けま
す。評価ソリューションの配備アーキテクチャーを図 2–2に示します。

図 2–2評価ソリューションの配備アーキテクチャー

図 2–2は、評価のユースケースに関するサービス要件の最小限の品質は、評価ソ
リューションで使用するすべてのコンポーネントを 1つのシステムにインストールす
ることによって確保されることを示しています。システムは、evaluation_hostという
ラベルが付いたボックスで表されています。このマニュアルの以降の部分では、1つ
のシステム上で評価ソリューションをインストール、設定、および使用する方法につ
いて説明します。
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運用ソリューションの配備アーキテクチャーでは、複数のコンピュータシステムで、
システムごとにさまざまな組み合わせのコンポーネントがインストールされます。運
用ソリューションに適した大規模な配備アーキテクチャーの例については、Java ES
ソリューション、『Java Enterprise System配備計画ガイ
ド』(http://docs.sun.com/doc/817-7592?l=ja)を参照してください。
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第 3章

配備仕様

一連の配備仕様は、Java ESソリューションの詳細な技術的説明で構成されます。配
備仕様は 1つのアーキテクチャーに基づいています。一連の配備仕様を作成すること
により、アーキテクチャーを実装するのに必要な技術的詳細を特定します。

この章では、次の節で評価ソリューションの配備仕様について説明します。

� 29ページの「コンピュータハードウェアとオペレーティングシステムの仕様」
� 30ページの「ネットワークと接続の仕様」
� 30ページの「ユーザー管理仕様」

コンピュータハードウェアとオペレー
ティングシステムの仕様
コンピュータハードウェアとオペレーティングシステムの仕様には、配備に使用され
る各システムに必要なオペレーティングシステムとコンピュータハードウェアの構成
を記述します。ハードウェアの要件は、システムにインストールするコンポーネント
とシステムに要求されるパフォーマンスのレベルによって決まります。

評価ソリューションに要求されるパフォーマンスのレベルは低いため、『Java
Enterprise Systemリリースノート』に記載された最小要件を満たすコンピュータシス
テムであれば十分です。
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ネットワークと接続の仕様
ネットワークと接続の仕様には、アーキテクチャーを実装するのに必要なすべての
ネットワーク接続を記述します。

評価ソリューションは 1つのコンピュータシステムにインストールされるように設計
されているため、ネットワークと接続の仕様は必要ありません。

ユーザー管理仕様
Java ESソリューションをインストールおよび設定すると、ソリューション用の
LDAPディレクトリツリーの基本構造が確立されます。また、インストールと設定の
プロセスによって、ディレクトリにデータが追加されます。ユーザー管理仕様には、
Java ESソリューションのディレクトリを記述します。

ディレクトリツリー構造
ソリューション用の LDAPディレクトリ構造を作成するときに考慮する主なポイント
は、次のとおりです。

� このディレクトリは、Directory Serverの複数のインスタンスに分散できます。ソ
リューションの適切な割り振り方は、サービス要件の品質とセキュリティー要件に
よって決まります。たとえば、設定データとユーザーおよびグループのデータに対
して別個の Directory Serverインスタンスを作成できます。また、ユーザーおよび
グループのデータに対しても、複数のディレクトリブランチを作成できます。たと
えば、従業員データのブランチとWebベースの顧客のブランチを作成し、各ブラ
ンチを別個の Directory Serverインスタンス内に設定します。

� ユーザーおよびグループのデータを保持する Directory Serverインスタンスごと
に、ベース DNサフィックスを指定する必要があります。この値は、Java ESイン
ストーラの実行時に指定します。

� Java ESの通信サービス (Messaging Server、Calendar Server、および Instant
Messaging)用のユーザーおよびグループのデータを保持する Directory Serverイ
ンスタンスごとに、これらのサービスへのシングルサインオンによるアクセスをサ
ポートするために設定されたディレクトリブランチツリーを作成する必要がありま
す。このブランチは、Messaging Server設定ウィザードの実行時に作成します。
このブランチの設定は、Directory Server Preparation Toolと Delegated
Administratorツールを使用して行います。

30 Sun Java Enterprise System 2005Q1配備実例集:評価のシナリオ



評価ソリューションのサービス要件とセキュリティー要件の品質は最低限なので、設
定データとユーザーおよびグループのデータの両方を 1つの Directory Serverインス
タンスに割り振っても要件は満たされます。評価ソリューション用の Directory
Serverインスタンスは、ほかのコンポーネントとともに 1つのコンピュータシステム
上で実行されます。

評価ソリューションでは Java ESの通信サービスが使用されるため、通信サービスと
シングルサインオンをサポートする LDAPツリーブランチが必要です。

評価ソリューション用の LDAPディレクトリは、Examplecorpという架空の会社用に
設定されます。評価ソリューションの LDAPベース DNは o=exanplecorpです。こ
のベース DNは、Java ESインストーラの実行時に指定します。通信サービスをサ
ポートするためにMessaging Server設定ウィザードで作成するブランチの名前は、
o=examplecorp.com,o=examplecorpです。このブランチには Peopleコンテナがあり
ます (LDAP DNは ou=people,o=examplecorp.com,o=examlecorp)。この Peopleコン
テナにエンドユーザーアカウントを追加します。

図 3–1に、評価ソリューションのディレクトリツリーの略図を示します。

図 3–1評価ソリューションのディレクトリツリー

管理者アカウント
Java ESソリューションのインストールと設定では、LDAPディレクトリの基本構造
を設定するのに加えて、いくつかの管理者アカウントを設定します。インストールお
よび設定するコンポーネントごとに、インストーラまたは設定ウィザードによって 1
つまたは複数の管理者アカウントが作成されます。

評価ソリューションでは、簡素化のため、最小限の数の管理者アカウントを作成し、
ほとんどの管理者パスワードに “password”という値を使用します。評価ソリュー
ションのために作成される管理者アカウントは、次のとおりです。

� Directory Server —管理者アカウント名は admin、管理者パスワードは password
です。アカウントの LDAP DNは uid=admin,ou=People,o=examplecorpです。
ディレクトリマネージャーアカウントも作成できます。ディレクトリマネージャー
のアカウント名は dn=Directory Manager、パスワードは passwordです。ディレ
クトリマネージャーアカウントは、ほかのコンポーネントがディレクトリにアクセ
スするときに使用されます。

第 3章 •配備仕様 31



� Administration Server —評価ソリューションでは、Directory Serverと
Administration Serverで同じ管理者アカウントが使用されます。アカウント名は
admin、管理者パスワードは passwordです。アカウントの LDAP DNは
uid=admin,ou=People,o=examplecorpです。

� Access Manager—管理者ユーザー IDは amadmin、管理者パスワードは
passwordです。アカウントの LDAP DNは
uid=amadmin,ou=People,o=examplecorpです。このアカウントは、Access
Managerコンソールにアクセスして何らかの設定を行うために使用されます。

� Web Server —評価ソリューションでは、Administration Server、Directory
Server、およびWeb Serverで同じアカウントが使用されます。管理者アカウント
名は admin、管理者パスワードは passwordです。アカウントの LDAP DNは
uid=admin,ou=People,o=examplecorpです。

� Messaging Server —管理者ユーザー IDは admin、管理者パスワードは password
です。アカウントの LDAP DNは
uid=admin,ou=People,o=examplecorp.com,o=examplecorpです。このアカウント
は、Communications Expressがメッセージングサービスにアクセスするときに使
用されます。

� Calendar Server —管理者ユーザー名は calmaster、管理者パスワードは password
です。アカウントの LDAP DNは
uid=calmaster,ou=People,o=examplecorp.com,o=examplecorpです。このアカウン
トは、Communications Expressがカレンダサービスにアクセスするときに使用さ
れます。

� Instant Messaging —管理者アカウント名は admin、管理者パスワードは
passwordです。アカウントの LDAP DNは
uid=admin,ou=People,o=examplecorp.com,o=examplecorpです。

� Communications Express —管理者アカウント名は admin、管理者パスワードは
passwordです。アカウントの LDAP DNは
uid=admin,ou=People,o=examplecorp.com,o=examplecorpです。

運用ソリューションでは、セキュリティー要件を考慮して、別個のセキュリティー保
護された管理者アカウントを使用する計画を作成します。

Delegated Administratorインスタンス
Delegated Administratorは、ユーザーアカウントの作成および管理に使用す
るJava ESのツールです。Delegated Administratorのインスタンスを設定するには、
Delegated Administration設定ウィザードを実行します。評価ソリューションの
ディレクトリツリーの o=examplecorp.com,o=examplecorpブランチで動作するよう
にこのインスタンスを設定します。

Delegated Administratorは、汎用性の高いユーザー管理ツールです。特に、複数の管
理者アカウントを設定し、ユーザーおよびグループのディレクトリの特定のセグメン
トに対する管理者権限を各アカウントに付与することができます。評価ソリュー
ションでは、Delegated Administratorの基本的なコマンド行機能のみを使用します。
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LDAPスキーマの拡張
Sun Java™ Enterprise Systemで使用するために作成する LDAPディレクトリツリー
ブランチ (o=examplecorp.com,o=examplecorpブランチ)は、そのブランチ内に作成
するユーザーアカウントに対してメールサービスとカレンダサービスを使用する権限
が与えられるように設定する必要があります。この設定は、Delegated Administrator
のコマンド行インタフェースを使用して行います。
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第 4章

インストールと設定の計画

インストールと設定の計画には、Java ESソリューションのインストールと設定に必
要な情報が含まれます。インストールと設定の計画は、インストーラと設定ウィザー
ドを実行して Java ESソリューションを実装するために作成します。

インストールと設定の計画は、配備仕様の技術情報に基づいています。インストール
と設定の計画を作成するときは、インストーラや設定ウィザードでユーザーに情報の
入力が要求される順序に合わせて配備仕様の情報を構成します。たとえば、ユーザー
管理仕様では、ソリューションの完全なディレクトリツリーを示します。しかし、ソ
リューションをインストールおよび設定するときは、ディレクトリツリーを確立する
ための情報の一部をインストーラに入力し、一部をMessaging Serverの設定ウィザー
ドに入力します。したがって、インストールと設定の計画を作成するときは、ユー
ザー管理の情報をインストーラの入力値とMessaging Server設定ウィザードの入力値
に分類し、ツールごとに適切な入力値を割り当てたリストを作成します。

この章では、評価ソリューションのインストールと設定の計画を作成する方法につい
て説明し、次に計画の詳細について説明します。この章では、次の節でインストール
と設定の計画について説明します。

� 35ページの「インストールと設定の計画の作成」
� 38ページの「インストールと設定の計画の詳細」

インストールと設定の計画の作成
Java ESソリューションのインストールと設定は、Java ESインストーラとともにいく
つかのコンポーネントについて別個の設定ウィザードを使用する、拡張されたプロセ
スです。ソリューションをスムーズにインストールおよび設定するには、計画が必要
不可欠です。

ここでは、評価ソリューションのインストールと設定の計画を作成する方法について
説明します。インストールと設定の計画を作成するために解決すべき主な問題は、次
の 2つです。
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� コンポーネントには設定の依存関係があるため、コンポーネントを正しい順序でイ
ンストールおよび設定する必要があります。たとえば、ほとんどのコンポーネント
は設定データを Directory Serverの LDAPディレクトリに保存し、管理者アカウ
ントのディレクトリエントリを作成します。このため、あらかじめ Directory
Serverをインストールして実行してから、ほかのコンポーネントを設定する必要
があります。インストールと設定の計画では、ソリューション内のコンポーネント
の正しい順序を特定する必要があります。

� ソリューション内のコンポーネントは 1つのシステムとして相互運用する必要があ
るため、設定値を指定することによってコンポーネントどうしを結びつける必要が
あります。これらの設定値は、個々のソリューションに固有のものです。たとえ
ば、Directory Serverの設定時には、ディレクトリにアクセスするための URL
と、ディレクトリにログインするためのディレクトリマネージャーのアカウントと
パスワードを確立します。その後、Access Managerを設定するときに、Directory
Serverの URL、ディレクトリマネージャーのアカウント、およびディレクトリマ
ネージャーのパスワードを指定します。このように設定することで、Access
Managerが Directory Serverと相互運用できるようになります。インストールと設
定の計画を作成することにより、設定の入力値の一貫性が保証され、相互運用する
コンポーネントからなるシステムを設定できるようになります。

Java Enterprise Systemソリューションのインストールと設定の基本的な手順は次のと
おりです。

1. インストーラを実行して、ソリューション内で使用されるコンピュータシステムに
すべてのコンポーネントファイルをコピーします。ユーザーが入力した値に基づい
て、インストーラが一部のコンポーネントのインスタンスを設定します。ユーザー
管理仕様に記述したディレクトリツリーを実装するための値を指定し、相互運用に
必要なコンポーネントインスタンスを設定します。

2. インストーラによって設定されたコンポーネントインスタンスを起動し、正常に機
能することを確認します。

3. 設定ウィザードを実行して、インストーラによって設定されていないコンポーネン
トのインスタンスを設定します。設定ウィザードを実行する順序は、コンポーネン
トの設定の依存関係によって決まります。

完成したインストールと設定の計画には、インストーラに入力する値、設定ウィザー
ドの正しい実行順序、および設定ウィザードの各ページに入力する値が記載されま
す。

評価ソリューションのアーキテクチャー内で識別される一連のコンポーネントにこの
方法を適用することにより、次に示す評価ソリューションの具体的なインストールと
設定の手順が得られます。

1. インストーラは 1つのコンピュータシステムで 1回だけ実行します。インストー
ラは、すべてのコンポーネントをコンピュータシステムにコピーし、オペレー
ティングシステムにコンポーネントを登録します。また、インストーラは次のコン
ポーネントのインスタンスを設定します。

� Directory Server.
� Web Server
� Access Manager
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� Portal Server

インストーラを実行するときは、LDAPディレクトリのベース DNを確立しま
す。また、コンポーネントを相互運用するための設定値 (Directory Serverの URL
など)を指定します。また、インストーラを使ってポータルデスクトップのサンプ
ルをインストールします。

2. Directory Serverを起動して確認します。最初に Directory Serverインスタンスを
起動するのは、ほかのすべてのコンポーネントがディレクトリサービスを使用する
ためです。

3. Web Serverを起動します。Web Serverを起動すると、Web ServerのWebコンテ
ナ内で実行されるコンポーネントであるAccess Managerと Portal Serverが起動し
ます。

4. Access Managerが動作していることを確認します。ほかのコンポーネントが
Access Managerの認証サービスを使用するため、Access Managerが動作している
必要があります。

5. Portal Serverが稼動していることを確認します。

6. 通信コンポーネントとともに使用できるように Directory Serverを設定します。

7. Messaging Serverのインスタンスを作成、設定、および起動します。Directory
ServerおよびAccess Managerと相互運用するようにMessaging Serverインスタ
ンスを設定します。Messaging Serverを設定することにより、メールドメインに
対応する LDAPツリーのブランチが作成されるため、残りのコンポーネントの前
にMessaging Serverを設定する必要があります。次に、それぞれのユーザーとグ
ループのデータに対応する新しいブランチを使用するように残りのコンポーネント
を設定します。

8. Messaging Serverインスタンスを確認します。

9. Calendar Serverのインスタンスを作成、設定、および起動します。Messaging
Server、Directory Server、およびAccess Managerと相互運用するように
Calendar Serverインスタンスを設定します。

10. Calendar Serverインスタンスを確認します。

11. Communications Expressのインスタンスを作成、設定、および起動します。
Calendar Server、Messaging Server、Directory Server、およびAccess Managerと
相互運用するように Communications Expressインスタンスを設定します。

12. Instant Messagingのインスタンスを作成、設定、および起動します。

13. Instant Messagingインスタンスを確認します。

14. Delegated Administratorのインスタンスを作成、設定、および起動します。

15. Delegated Administratorを使用して、メールサービスとカレンダサービス用に
LDAPスキーマを拡張します。

16. Delegated Administratorを使用して、テスト用のエンドユーザーアカウントを作
成します。

17.シングルサインオン用にMessaging Server、Calendar Server、および Portal
Serverを設定します。
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18.テストユーザーアカウントがシングルサインオンを使って Communications
Expressにログインし、メールサービスとカレンダサービスを利用できることを確
認します。

19.テストユーザーアカウントがシングルサインオンによるログインを使って、ポータ
ルデスクトップ経由でメールサービスとカレンダサービスにアクセスできることを
確認します。

評価ソリューションの設定の依存関係は複数システムによる運用ソリューションの場
合と同じであるため、設定タスクの順序は大規模なソリューションで使われる順序と
ほぼ同じです。

大規模な複数システムによるソリューションでは、多くの場合、順序が複雑になりま
す。たとえば、Directory Serverの複数のインスタンスをインストールし、すべての
Directory Serverインスタンスを起動するには、複数のシステム上でインストーラを
実行することが必要な場合があります。次に、別の一連のシステム上でインストーラ
を実行してMessaging Serverの複数のインスタンスをインストールし、続いて
Messaging Serverインスタンスを設定する、ということを繰り返します。

インストールと設定の計画の詳細
完全なインストールと設定の計画には、個々の Java ESソリューション向けの正しい
順序でインストーラと設定ウィザードが記載されます。計画には、インストーラまた
は設定ウィザードごとに、インストーラまたは設定ウィザードの実行時にユーザーが
指定する値が記載されます。完成した計画は、インストールと設定のプロセスの手引
きになります。

この計画は、インストーラや設定ウィザードの実行方法を示すものではありません。
実行する必要がある設定を正しい順序で記載し、各設定タスクで指定する必要がある
重要な値を規定するだけです。

インストールと設定の計画は、ソリューションのインストールと設定に使われるツー
ルごとに構成されます。次の各節に、評価ソリューションのインストール計画を示し
ます。

Java ESインストーラの詳細
ここでは、Java ESインストーラを使って評価ソリューションをインストールすると
きに入力する値を示します。評価ソリューションでは、このインストーラを使ってソ
リューション内で使用されるすべてのコンポーネントをインストールし、Directory
Server、Web Server、Access Manager、および Portal Serverを設定します。ほかのコ
ンポーネントは、個々のコンポーネント設定ウィザードを使ってあとで設定します。

入力値を表 4–1に示します。インストーラの詳しい実行手順については、第 5章を参
照してください。
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表 4–1 Java ESインストーラの入力値

インストーラのページ フィールド名と入力値 入力の意味

言語サポート サポートする言語を選択します。英語は必ず
サポートされます。

評価ソリューションで
サポートされる言語を
指定します。

コンポーネントの選択 アーキテクチャー内で識別されるコンポーネ
ントを選択します。
� Messaging Server
� Calendar Server
� Instant Messaging
� Portal Server
� Communications Express
� Web Server
� Access Manager
� Directory Server
� Administration Server

インストールするコン
ポーネントを選択しま
す。

インストールディレク
トリ

デフォルト値を受け入れます。 コンポーネントファイ
ルのデフォルトディレ
クトリを受け入れま
す。

設定タイプ 「今すぐ設定」を選択します。 インストーラが一部の
コンポーネントを設定
するように指定しま
す。

共通サーバー設定 管理者パスワード: password 以降のページに表示さ
れるデフォルト値を設
定します。

Web Server:管理 (1 /
2)

デフォルト値を受け入れます。 Web Serverの管理者
アカウントを作成しま
す。

Web Server:デフォル
トのWeb Serverイン
スタンス (2 / 2)

実行時ユーザー ID: root

実行時グループ: other

システム再起動時に自動的にWeb Serverを
起動:選択

Web Serverのユーザーおよびグループのアク
セス権は、Web Server内で実行されるコン
ポーネントのアクセス権と一致する必要があ
ります。

Access Managerおよ
び Portal Serverと相
互運用するようにWeb
Serverを設定します。

Directory Server:管理
(1 / 5)

デフォルト値を受け入れます。 管理者アカウントと
ディレクトリマネー
ジャーアカウントを設
定します。
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表 4–1 Java ESインストーラの入力値 (続き)
インストーラのページ フィールド名と入力値 入力の意味

Directory Server:サー
バー設定 (2 / 5)

サーバー識別子:デフォルト

(evaluation_host)

サーバーポート:デフォルト (389)

サフィックス: o=examplecorp

管理ドメイン: example.com

システムユーザー: root

システムグループ: other

評価ソリューションの
ベース DNを指定しま
す。

Directory Server:設定
ディレクトリの設定 (3
/ 5)

デフォルト値を受け入れます。 Directory Serverイン
スタンスが設定データ
として使用されるよう
に指定します。

Directory Server:サー
バー設定 (4 / 5)

デフォルト値を受け入れます。 Directory Serverイン
スタンスがユーザーお
よびグループのデータ
として使用されるよう
に指定します。

Directory Server:サー
バー設定 (5 / 5)

デフォルト値を受け入れます。 インストーラがディレ
クトリにサンプルデー
タを入力するように指
定します。

管理サーバー:サー
バー設定 (1 / 2)

デフォルト値を受け入れます。 Directory Serverと相
互運用するように
Administration Server
を設定します。

管理サーバー:サー
バー設定 (2 / 2)

デフォルト値を受け入れます。 Directory Serverと相
互運用するように
Administration Server
を設定します。

Access Manager:管理
(1 / 6)

パスワード: password

LDAPパスワード: ldappassword

管理者アカウントを設
定します。

Access Manager: Web
コンテナ (2 / 6)

デフォルト値を受け入れます。 Access Managerが
Web ServerのWebコ
ンテナの内部で実行さ
れるように指定しま
す。
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表 4–1 Java ESインストーラの入力値 (続き)
インストーラのページ フィールド名と入力値 入力の意味

Access Manager: Sun
Java System Web
Server (3 / 6)

デフォルト値を受け入れます。 Web Serverと相互運
用するようにAccess
Managerを設定しま
す。

Access Manager:
Identity Serverサービ
スを実行するための
Webコンテナ (4 / 6)

デフォルト値を受け入れます。 Access Managerが
Web Serverに配備さ
れるように設定しま
す。

Access Manager:
Directory Server情報
(5 / 6)

デフォルト値を受け入れます。 Directory Serverと相
互運用するように
Access Managerを設
定します。

Access Manager:
Directory Server情報
(6 / 6)

デフォルト値を受け入れます。 現時点では Directory
Serverインスタンスに
ユーザーおよびグルー
プのデータを入れない
ように指定します。

Portal Server: Webコ
ンテナ (1 / )

デフォルト値を受け入れます。 Portal Serverインスタ
ンスがWeb Serverの
Webコンテナ内で実行
されるように指定しま
す。

Portal Server: Sun Java
System Web Server (2
/ )

デフォルト値を受け入れます。 Portal Serverインスタ
ンスがWeb Serverの
Webコンテナ内に配備
されるように設定しま
す。

Portal Server: Webコ
ンテナ配備 (3 / )

デフォルト値を受け入れます。 Web Serverインスタ
ンスが Portal Server
に配備されるように設
定します。

Directory Server Preparation Toolの詳細
Directory Server Preparation Toolは、Directory Serverインスタンスを通信コンポー
ネントとともに使用できるように設定します。評価ソリューションでは、Java ESイ
ンストーラで作成した Directory Serverインスタンスを指定するための値を入力しま
す。入力値を表 4–2に示します。Preparation Toolの詳しい実行手順については、78
ページの「通信サービス用のディレクトリの設定」を参照してください。
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表 4–2 Directory Server Preparation Toolの入力値

プロンプト 入力値 入力の意味

Enter the Full Path to
the Directory Where
the Sun ONE
Directory Server Was
Installed:

次のデフォルト値を受け入れます。

/var/opt/mps/serverroot

Directory Serverをイ
ンストールしたディレ
クトリを特定します。

Which Instance Do
You Want?

インストーラによって作成されたインスタン
ス (slapd_evaluation_host)を選択します。通
常はこれがデフォルト値です。

インストーラで作成し
た Directory Serverイ
ンスタンスを特定しま
す。

Please Enter the
Directory Manager
DN:

デフォルト値 (cn=Directory Manager)を受け
入れます。

インストーラで確立し
たディレクトリマネー
ジャー DNを指定しま
す。

Please Enter the
Directory Manager
password:

パスワードを入力します。 インストーラで確立し
たディレクトリマネー
ジャーパスワードを指
定します。

Will This Directory
Server Be Used For
Users and Groups?

デフォルト値 (「はい」)を受け入れます。 ディレクトリをユー
ザーとグループのため
に使用することを指示
します。

Please Enter the
User/Groups Base
Suffix:

デフォルト値 (o=examplecorp)を受け入れま
す。

インストーラで確立し
たディレクトリのベー
スサフィックスを指定
します。

Please Enter the
Schema Type:

デフォルト値 (2)を受け入れます。 ディレクトリがスキー
マ 2を使用することを
指示します。Access
Managerをインストー
ルすると、ディレクト
リがスキーマ 2用に設
定されます。

Messaging Server設定ウィザードの詳細
Messaging Server設定ウィザードは、Java ESインストーラを使ってインストールし
たMessaging Serverサーバーソフトウェアのインスタンスを作成します。評価ソ
リューションでは、Directory Serverインスタンスと相互運用するMessaging Server
インスタンスを作成する必要があります。Messaging Server設定ウィザードの入力値
を表 4–3に示します。このウィザードの詳しい実行手順については、81ページ
の「Messaging Serverの設定」を参照してください。
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表 4–3 Messaging Server設定ウィザードの入力値

ウィザードのページ フィールド名と入力値 入力の意味

完全指定ホスト名 evaluation_hostの完全指定ホスト名。 Messaging Serverイン
スタンスを作成するコ
ンピュータシステムを
指定します。

設定ファイルおよび
データファイルを保存
するディレクトリの選
択

デフォルト値 (/var/opt/SUNWmsgsr)を受
け入れます。

インスタンスの設定
データ用のデフォルト
ディレクトリを受け入
れます。

設定するコンポーネン
トの選択

デフォルト値 (Message Transfer Agent、
Message Store、およびMessenger Expressが
選択された状態)を受け入れます。

指定したコンピュータ
システム上で設定する
Messaging Serverのサ
ブコンポーネントを指
定します。評価ソ
リューションでは、基
本的なメッセージング
サービスに必要な 3つ
のサブコンポーネント
が選択されます。

Messaging Serverの
ユーザーとグループ

ユーザー名: mailsrv

グループ: mail

Messaging Serverイン
スタンスを管理するた
めに使用されるユー
ザーおよびグループを
指定します。

設定

Directory Server

設定サーバー LDAP URL:

ldap://evaluation_host:389

バインド: cn=Directory Manager

パスワード: password

Messaging Serverイン
スタンスによって生成
された設定データのた
めの Directory Server
インスタンスを指定し
ます。

「ユーザー/グループ
Directory Server」パ
ネル

ユーザー/グループサーバー LDAP URL:
ldap://evaluation_host:389

バインド: cn=Directory Manager

パスワード: password

Messaging Serverイン
スタンスがユーザーお
よびグループのデータ
を検索する Directory
Serverインスタンスを
指定します。評価ソ
リューションでは、こ
の Directory Serverイ
ンスタンスが設定
ディレクトリとしても
使用されます。

ポストマスターのメー
ルアドレス

メールアドレスの入力:
admin@examplecorp.com

ポストマスター通知の
ためのメールアドレス
を指定します。
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表 4–3 Messaging Server設定ウィザードの入力値 (続き)
ウィザードのページ フィールド名と入力値 入力の意味

すべての管理アカウン
トのパスワード

パスワードの入力: password

パスワードの再入力: password

Messaging Serverの管
理アカウントのパス
ワードを指定します。

デフォルトの電子メー
ルドメイン

電子メールドメインの入力: examplecorp.com Messaging Serverイン
スタンスによって管理
されるデフォルトの電
子メールドメインを指
定します。

デフォルトの電子メー
ルドメインの組織 DN

電子メールドメインの入力:
o=examplecorp.com,o=examplecorp

デフォルトの電子メー
ルドメインのユーザー
およびグループのデー
タに使用される LDAP
組織を指定します。設
定ウィザードはこの
LDAP組織を作成しま
す。

Calendar Server設定ウィザードの詳細
Calendar Server設定ウィザードは、Java ESインストーラを使ってインストールした
Calendar Serverサーバーソフトウェアの実行可能なインスタンスを作成します。評価
ソリューションでは、Directory Serverインスタンスと相互運用する Calendar Server
インスタンスを作成する必要があります。Messaging Server設定ウィザードの入力値
を表 4–4に示します。この設定ウィザードの詳しい実行手順については、89ページ
の「Calendar Serverインスタンスの設定」を参照してください。

表 4–4 Calendar Server設定ウィザードの入力値

ウィザードのページ フィールド名と入力値 入力の意味

管理、ユーザー設定、
および認証

LDAPサーバーホスト名: evaluation_host

LDAPサーバーのポート: 389

ディレクトリマネージャー DN: cn=Directory
Manager

ディレクトリマネージャーパスワード:
password

ベース DN:
o=examplecorp.com,o=examplecorp

管理者ユーザー ID: calmaster

管理者パスワード: password

Directory Serverと相
互運用するように
Calendar Serverイン
スタンスを設定しま
す。また、管理者アカ
ウントも指定します。

44 Sun Java Enterprise System 2005Q1配備実例集:評価のシナリオ



表 4–4 Calendar Server設定ウィザードの入力値 (続き)
ウィザードのページ フィールド名と入力値 入力の意味

メールと電子メールア
ラーム

電子メールアラーム:有効

管理者のメールアドレス:
calmaster@examplecorp.com

SMTPホスト名: evaluation_host

calmasterアカウント
に電子メールアラーム
を送信するように
Calendar Serverイン
スタンスを設定しま
す。

「ランタイム設定」
ページ

サービスポート: 89

最大セッション: 5000

スレッドの最大数: 20

サーバープロセス数: 1

実行時ユーザー ID: icsuser

実行時グループ: icsgroup

設定完了後に起動:選択

システム起動時に起動:選択

Calendar Serverイン
スタンスの実行時の特
性を設定します。

設定ファイルおよび
データファイルを保存
するディレクトリ

デフォルト値を受け入れます。 設定ウィザードの設定
プロセスによって生成
されるファイルの
ディレクトリを指定し
ます。

アーカイブとホット
バックアップの設定

デフォルト値を受け入れます。 アーカイブ機能と
ホットバックアップ機
能で使用するディレク
トリを指定します。

Instant Messaging設定ウィザードの詳細
Instant Messaging設定ウィザードは、Java ESインストーラを使ってインストールし
た Instant Messagingサーバーソフトウェアの実行可能なインスタンスを作成しま
す。評価ソリューションでは、Directory Serverインスタンスと相互運用する Instant
Messagingインスタンスを作成する必要があります。Instant Messaging設定ウィザー
ドの入力値を表 4–5に示します。この設定ウィザードの詳しい実行手順については、
94ページの「Instant Messagingインスタンスの設定」を参照してください。
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表 4–5 Instant Messaging設定ウィザードの入力値

ウィザードのページ フィールド名と入力値 入力の意味

コンポーネントの選択 デフォルト値 (3つのコンポーネントがすべて
選択された状態)を受け入れます。

コンピュータシステム
にインストールされた
Instant Messagingの
サブコンポーネントを
指定します。評価ソ
リューションでは、す
べてのサブコンポーネ
ントが同じシステムに
インストールされま
す。

ネットワーク接続 デフォルト値によって評価システムが特定さ
れることを確認します。

ホスト名: evaluation_host

DNSドメイン名: evaluation_domain

Instant Messagingの
ネットワーク接続を特
定します。

IM Server/ Identity
Serverのオプション

シングルサインオン:選択

Policy Agent:選択

Access Managerと相
互運用するように
Instant Messagingを
設定します。

Instant Messaging
Serverの実行時ファイ
ルディレクトリ

デフォルト値を受け入れます。 実行時ファイルのため
に使用されるディレク
トリを指定します。

Instant Messaging
Serverの設定

ドメイン名: examplecorp.com

IMサーバーのポート: 45222

マルチプレクサのポート: 5222

ユーザーおよびグルー
プのデータ用に
examplecorp.com
LDAP組織を使用する
ように Instant
Messagingインスタン
スを設定します。

Instant Messaging
LDAPの設定

LDAPホスト名: evaluation_host

LDAPポート番号: 389

ベース DN:
o=examplecorp.com,o=examplecorp

バインド DN: cn=Directory Manager

パスワード: password

Directory Serverと相
互運用するように
Instant Messagingを
設定します。Instant
Messagingのユーザー
データが
examplecorp.com
LDAP組織内で見つか
るように指定します。

Instant Messagingの
コードベースの選択

コードベース:

http://evaluation_host:80/im

ユーザーが Instant
Messagingリソースを
ダウンロードするため
の URLを設定しま
す。
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表 4–5 Instant Messaging設定ウィザードの入力値 (続き)
ウィザードのページ フィールド名と入力値 入力の意味

アイデンティティーオ
プションの選択

デフォルト値を受け入れます。 Instant Messaging
サービスの既存のユー
ザーを承認しないよう
にします。

Instant Messaging
サービスの起動

デフォルト値 (両方のサービスが選択された
状態)を受け入れます。

設定が完了したとき、
およびコンピュータシ
ステムが再起動するた
びに Instant
Messagingサービスが
起動するように設定し
ます。

Communications Express設定ウィザードの詳細
Communications Express設定ウィザードは、Java ESインストーラを使ってインス
トールした Communications Expressサーバーソフトウェアの実行可能なインスタン
スを作成します。評価ソリューションでは、Directory Serverインスタンスと相互運
用する Communications Expressインスタンスを作成する必要があります。
Communications Express設定ウィザードの入力値を表 4–6に示します。この設定
ウィザードの詳しい実行手順については、99ページの「Communications Expressイ
ンスタンスの設定」を参照してください。

表 4–6 Communications Express設定ウィザードの入力値

ウィザードのページ フィールド名と入力値 入力の意味

設定ファイルおよび
データファイルを保存
するディレクトリの選
択

デフォルト値を受け入れます。 インスタンスのデータ
を保存するためのデ
フォルトディレクトリ
を受け入れます。

メールおよびカレンダ
コンポーネントのイン
ストール

デフォルト値 (メールとカレンダの両方が選
択された状態)を受け入れます。

メールとカレンダの両
方のインタフェースを
提供するようにインス
タンスを設定します。

ネットワーク接続 ホスト名: evaluation_host

DNSドメイン名: evaluation_domain

Communications
Expressのネットワー
ク接続を確認します。

Webコンテナの選択 デフォルト値 (Web Serverが選択された状態)
を受け入れます。

Web Serverをインス
タンスのWebコンテ
ナ (Web Server)とし
て指定します。
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表 4–6 Communications Express設定ウィザードの入力値 (続き)
ウィザードのページ フィールド名と入力値 入力の意味

Web Serverの設定の
詳細

サーバールートディレクトリ: 1

サーバーインスタンスの識別子:
evaluation_host

仮想サーバーの識別子:

https-evaluation_host

「HTTPポート」フィールド: 80

Communications
Expressの配備先とな
るWeb Serverインス
タンスを指定します。

Webコンテナのユー
ザーとグループ

Webコンテナのユーザー ID: root

Webコンテナのグループ: other

Web Server内の
Communications
Expressを実行する
ユーザーアカウントを
指定します。

URIパス デフォルト値を受け入れます

(http://evaluation_host:80/uwc)。

Web Serverに配備さ
れた Communications
Expressの URLを指
定します。

ホストドメインのサ
ポートを使用しますか
?

デフォルト値 (ホストされたドメインのサ
ポートを選択しない)を受け入れます。

評価ソリューションに
はホストされたドメイ
ンのサポートが必要で
ないことを指示しま
す。

ユーザー/グループの
Directory Serverの詳
細

LDAP URL: ldap://evaluation_host:389

バインド DN: cn=Directory Manager

管理者パスワード: password

Directory Serverと相
互運用するように
Communications
Expressを設定しま
す。

DCツリーのサ
フィックス

デフォルト値 (o=examplecorp)を確認しま
す。

Java ESインストーラ
を使って確立した
LDAPディレクトリの
ベースサフィックスを
使用するように
Communications
Expressを設定しま
す。

デフォルトのドメイン
名

ドメイン名の入力: examplecorp.com ユーザーおよびグルー
プのデータに関して
LDAPディレクトリ内
の examplecorp.com
組織を使用するように
Communications
Expressを設定しま
す。
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表 4–6 Communications Express設定ウィザードの入力値 (続き)
ウィザードのページ フィールド名と入力値 入力の意味

Identity Serverの設定 ログイン URL:

http://evaluation_host:80/amserver/

UI/login

管理者 DN:
uid=amAdmin,ou=People,o=examplecorp

Access Managerと相
互運用するように
Communications
Expressを設定しま
す。

Messenger Expressの
ポート

Messenger Expressのポート: 88 Messaging Serverと相
互運用するように
Communications
Expressを設定しま
す。

Calendar Serverのホ
ストおよびポート

Calendar Serverのホスト名: evaluation_host

Calendar Serverのポート番号: 89

Calendar Serverと相
互運用するように
Communications
Expressを設定しま
す。

Calendar Serverの管
理の詳細

管理者ユーザー ID: calmaster

管理者パスワード: password

Calendar Serverと相
互運用するように
Communications
Expressを設定しま
す。

ポストマスターのメー
ルアドレス

admin@examplecorp.com 評価ソリューションの
ポストマスターアカウ
ントを指定します。

PAB Directory Server
の詳細

ログイン URL: ldap://evaluation_host:389

管理者 DN: cn=Directory Manager

管理者パスワード: password

Java ESインストーラ
を使って作成した
Directory Serverイン
スタンスを個人用アド
レス帳のディレクトリ
として使用するように
Communications
Expressを設定しま
す。

Delegated Administrator設定ウィザードの詳細
Delegated Administrator設定ウィザードは、Java ESインストーラを使ってインス
トールした Delegated Administratorソフトウェアの実行可能なインスタンスを作成
します。評価ソリューションでは、Directory Serverインスタンスと相互運用する
Delegated Administratorインスタンスを作成する必要があります。Delegated
Administrator設定ウィザードの入力値を表 4–7に示します。この設定ウィザードの
詳しい実行手順については、109ページの「Delegated Administrationユーティリ
ティーの設定」を参照してください。
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表 4–7 Delegated Administrator設定ウィザードの入力値

ウィザードのページ フィールド名と入力値 入力の意味

設定ファイルおよび
データファイルを保存
するディレクトリ

デフォルト値を受け入れます。 インスタンスのデータ
を保存するためのデ
フォルトディレクトリ
を受け入れます。

設定するコンポーネン
トの選択

デフォルト値 (3つのコンポーネントがすべて
選択された状態)を受け入れます。

3つのサブコンポーネ
ントがすべて設定され
るように指定します。

Access Managerのホ
ストおよびポート

ホスト名: evaluation_host

ポート: 80

Access Managerと相
互運用するように
Delegated
Administratorを設定
します。

デフォルトのドメイン ドメインの入力: examplecorp.com ユーザー管理操作のデ
フォルトの場所として
examplecorp.com組織
を使用するように
Delegated
Administratorを設定
します。

Delegated
Administrationクライ
アントのデフォルト
SSLポート

デフォルト値を受け入れます。 Delegated
Administratorによる
SSL通信のデフォルト
ポートを受け入れま
す。

Webコンテナ デフォルト値を受け入れます

(Web Serverが選択された状態)。

Delegated
AdministratorがWeb
コンテナサービスに
Web Serverを使用す
るように指定します。

Web Serverの設定の
詳細

サーバールートディレクトリ:
/opt/SUNWwbsvr

サーバーインスタンスの識別子:
evaluation_host

仮想サーバーの識別子:

https-evaluation_host

サーバー HTTPポート: 80

Java ESインストーラ
を使って作成したWeb
Serverインスタンスに
Delegated
Administratorが配備
されるように指定しま
す。

Access Managerベー
スディレクトリ

デフォルト値を受け入れます。 Access Managerイン
スタンスのデータ用の
ディレクトリを指定し
ます。
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表 4–7 Delegated Administrator設定ウィザードの入力値 (続き)
ウィザードのページ フィールド名と入力値 入力の意味

Directory (LDAP)
Server

LDAP URL:

http://evaluation_host:389

バインド名: cn=Directory Manager

パスワード: password

Directory Serverと相
互運用するように
Delegated
Administratorを設定
します。

Access Managerの最
上位管理者

ユーザー名: amadmin

パスワード: password

Access Managerのロ
グイン情報を使って
Delegated
Administratorを設定
します。

Access Managerの内
部 LDAP認証パス
ワード

ユーザー名: amldapuser

パスワード: ldappassword

Access Managerの
LDAP認証パスワード
を使って Delegated
Administratorを設定
します。

デフォルトのドメイン
の組織 DN

組織 DNの入力:
o=examplecorp.com,o=examplecorp

「デフォルトのドメイ
ン」ページで指定した
デフォルトのドメイン
の LDAP識別名を指
定します。

デフォルト組織の最上
位管理者

ユーザー名: admin

パスワード: password

Delegated
Administratorのデ
フォルトのドメインの
最上位管理者を定義し
ます。(Delegated
Administratorは、管
理権限を異なるレベル
の管理者に振り分ける
ことができます。この
機能は評価ソリュー
ションでは使用されま
せん。)

サービスパッケージと
組織のサンプル

サンプルサービスパッケージを読み込む:選
択

サンプル組織を読み込む:選択

優先メールホスト: evaluation_host

設定ウィザードがサン
プルサービスデータを
使ってデフォルトのド
メインを設定するよう
に指定します。

Delegated Administratorコマンド行の詳細
ここでは、メッセージングサービスやカレンダサービスのユーザー認証に使われる
examplecorp.com組織を設定したり、テスト用のエンドユーザーアカウントを作成し
たりするときに使用するコマンドの概要を示します。これらのコマンドの概要を表
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4–8に示します。これらのコマンドの実行手順は、116ページの「メールサービスお
よびカレンダサービス用の LDAP組織の設定」および 117ページの「エンドユーザー
アカウントのプロビジョニング」にあります。

表 4–8 Delegated Administratorコマンドの概要

Delegated Administrator
コマンド コマンド構文 入力の意味

commadmin domain
modify

-D admin (管理者ユーザーアカウント)

-w password (管理者アカウントのパスワー
ド)

-d examplecorp.com (変更するドメイン)

-S mail (メールサービスの追加)

-H evaluation_host (メールサービスを実行する
システム)

-S cal (カレンダサービスの追加)

-B evaluation_host (カレンダサービスを実行す
るシステム)

-P allowProxyLogin:yes (プロキシログイ
ンの許可)

-T America/Los_Angeles (タイムゾーンの
設定)

メールサービスとカレ
ンダサービスのユー
ザー認証に使用される
examplecorp.com組織
にオブジェクトクラス
を追加します。
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表 4–8 Delegated Administratorコマンドの概要 (続き)
Delegated Administrator
コマンド コマンド構文 入力の意味

commadmin user
create

-D admin (管理者ユーザーアカウント)

-w password (管理者ユーザーパスワード)

-l TestUser (ユーザーのアカウント名)

-F Test (ユーザーの姓)

-L User (ユーザーの名)

-W password (ユーザーアカウントのパス
ワード)

-S mail (メールサービスに関するユーザーの
承認)

-H evaluation_host (メールサービスを実行する
システム)

-E test.user@examplecorp.com (ユー
ザーの電子メール)

-S cal (カレンダサービスに関するユーザー
の承認)

-B evaluation_host (カレンダーサービスを実行
するシステム)

-J 0

-T America/Los_Angeles (ユーザーのタイ
ムゾーン)

-k legacy

評価サービスを使用す
るユーザーアカウント
を作成します。

commadmin user
modify

-D admin (管理者ユーザーアカウント)

-w password (管理者アカウントのパスワー
ド)

-l TestUser (変更するユーザーアカウント)

-A
+objectclass:sunssoadapterperson
(ポータルサービスに関するユーザーの承認)

-A
+objectclass:sunportaldesktopperson
(ポータルデスクトップにアクセスするユー
ザーの承認)

テストユーザーアカウ
ントに、そのアカウン
トを承認されたポータ
ルユーザーとして識別
するオブジェクトクラ
スを追加します。

第 4章 •インストールと設定の計画 53



54 Sun Java Enterprise System 2005Q1配備実例集:評価のシナリオ



第 5章

コンポーネントのインストール

この章では、評価ソリューションで使用されるコンポーネントをインストールする方
法について説明します。インストール先のシステムにソフトウェアをコピーし、いく
つかの必要な事前作業を実行し、Java ESインストーラを実行します。インストーラ
を実行する際に、インストールと設定の計画で作成した値を入力します。(入力値のサ
マリーについては、38ページの「Java ESインストーラの詳細」を参照してくださ
い。)

この章では、次の節でインストールのプロセスについて説明します。

� 55ページの「インストール要件の確認」
� 56ページの「事前作業」
� 57ページの「コンポーネントのインストール」
� 70ページの「インストールログファイルの確認」

インストール要件の確認
インストーラを実行する前に、インストール先のシステムが次の要件を満たしている
ことを確認します。

� システムは、Java ESのハードウェア要件、オペレーティングシステム要件、およ
びパッチ要件を満たす必要があります。これらの要件
は、http://docs.sun.com/doc/817-7047?l=jaの『Java Enterprise System
リリースノート』にリスト表示されています。パッチは
http://sunsolve.sun.comで入手できます。Java ESインストーラはこれらの
要件についてシステムを確認しますが、始める前にシステムを確認したほうが手間
がかかりません。

� インストーラは、rootで実行する必要があります。Java ESのインストール先シ
ステムに対して、rootアクセス権を持っていることを確認します。
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� このインストール手順は、Solaris™ 9 Operating Systemが稼動しているシステム
に対するものです。Solaris 8 Operating Systemにインストールする場合には、一
部のパッチ名は、この手順に示されるパッチの名前とは多少異なります。

事前作業
ここでは、インストーラを実行する前に行う必要のある 2つのタスクについて説明し
ます。これらのタスクを行うことで、システムへのインストールが正常に行われる準
備が整います。

� インターネットホストテーブルを確認するには
システムのインターネットホストテーブルには、システムの完全修飾ホスト名が含ま
れている必要があります。

1. Java Enterprise Systemのインストール先システムに rootとしてログインしま
す。

2. テキストエディタで /etc/hostsファイルを開きます。

3. /etc/hostsファイルに、システムの完全修飾ホスト名が含まれていることを確
認します。

たとえば、evaluation.example.comという名前のシステムの場合、
/etc/hostファイルに次の行が含まれます。

#
# Internet host table
#
127.0.0.1 localhost
192.18.78.28 evaluation.example.com evaluation

完全修飾のホスト名は、非修飾名の前にある必要があります。実際の /etc/host
ファイルには、使用するシステムについての同様の情報が含まれている必要があり
ます。

� sendmailプロセスを無効にするには
sendmailプロセスは、Java Enterprise Systemの通信サービスと衝突する可能性が
あります。Java Enterprise Systemをインストールする前に、このプロセスを無効にし
ます。

1. 次のコマンドを実行して、sendmailプロセスを停止します。

/etc/init.d/sendmail stop

手順

手順
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2. 次のコマンドを実行して、sendmailの起動を無効にします。

mv /etc/init.d/sendmail /etc/init.d/sendmail.disabled

コンポーネントのインストール
この節では、Java ESインストーラを実行する手順について説明します。評価のイン
ストールと設定の計画で作成したインストーラの入力値を使用します(値のサマリーと
それらの値が選択された理由に関する説明については、38ページの「Java ESインス
トーラの詳細」を参照)。

注 –このマニュアル全体で、変数 evaluation_hostおよび evaluation_domainが含まれて
いるコマンドが示されます。そのコマンドを実行する際は、使用しているコンピュー
タシステムのホスト名またはドメイン名で置き換える必要があります。これらの変数
は次のように定義されています。

� evaluation_host: Java Enterprise Systemコンポーネントのインストール先システム
の完全修飾ドメイン名です。たとえば、evaluation.example.comという名前のシ
ステムにインストールする場合、evaluation_hostは evaluation.example.comになり
ます。evaluation_hostを使用して、コンポーネント間の通信を設定します。たとえ
ば、evaluation_host:389の Directory Serverに接続するようにコンポーネントを設
定します。また、Access Manager、Messaging Server、Calendar Server、および
Portal Serverに対するWebベースのインタフェースの URLで、evaluation_hostを
使用します。

� evaluation_domain:コンポーネントのインストール先システムの DNSドメインの名
前。たとえば、evaluation.example.comという名前のシステムにインストールす
る場合、evaluation_domainは example.comになります。

� インストールプロセスを開始するには

1. Java Enterprise Systemのインストール先マシンに rootとしてログインします。

2. 次のいずれかの方法で、Java ES 2005Q1ソフトウェアを入手します。

� http://www.sun.comの Java Enterprise Systemサイトからソフトウェアを
ダウンロードする。ソフトウェア用のディレクトリ (download-directory)を作成
します。ソフトウェアをダウンロードし、アンパックします。ソフトウェアを
アンパックすると、download-directoryのサブディレクトリが作成されます。

� CDまたは DVDからインストーラを実行する。CDまたは DVDを適切なドラ
イブに挿入します。

手順
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3. インストールするプラットフォームの platform-directoryに移動します。
platform-directoryは、Solaris_sparcまたは Solaris_X86のいずれかです。

� ソフトウェアをダウンロードしてアンパックした場合、platform-directoryは、
download-directoryのサブディレクトリです。

cd download-directory/platform-directory

� CDからインストーラを実行している場合、platform-directoryは、cdrom
ディレクトリのサブディレクトリです。

cd cdrom/platform-directory

� DVDからインストーラを実行している場合は、DVD上の platform-directoryに
移動します。

4. 次のコマンドを実行して Java Enterprise Systemインストーラを起動します。

./installer

「ようこそ」ページが表示されます。

5. 「次へ」をクリックします。

「ソフトウェアライセンス契約」ページが表示されます。

6. 「はい」をクリックし、ライセンスの条項に同意します。

「言語サポート」ページが表示されます。

7. 評価ソリューションでサポートする英語以外の言語を選択します。英語は必ずサ
ポートされます。

「次へ」をクリックします。「コンポーネントの選択」ページが表示されます。
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図 5–1「コンポーネントの選択」ページ

� インストールするコンポーネントを選択するには

1. 評価ソリューションで使用するコンポーネントを選択します。次の操作を行いま
す。

� 「Sun Java System Messaging Server 6 2005Q1」を選択します。
� 「Sun Java System Calendar Server 6 2005Q1」を選択します。
� 「Sun Java System Instant Messaging 7 2005Q1」を選択します。
� 「Sun Java System Portal Server 6 2005Q1」を選択します。
� 「Sun Java System Communications Express 6 2005Q1」を選択します。

手順
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� 「Sun Java System Directory Preparation Tool」は自動的に選択されています。
� 「Sun Java System Web Server 6.1 SP4 2005Q1」を選択します。
� 「Sun Java System Access Manager 6 2005Q1」は自動的に選択されています。
� 「Sun Java System Directory Server 5 2005Q1」は自動的に選択されています。
� 「Sun Java System Administration Server 5 2005Q1」は自動的に選択されてい
ます。

これらの選択内容は、図 5–1に示されています。「次へ」をクリックします。イン
ストーラにより選択内容が検証され、選択したコンポーネントとすでにシステムに
インストールされているソフトウェアとの間に互換性があるかどうかがチェックさ
れます。互換性チェックの結果を示すページが表示されます。

2. 選択内容に対するインストーラの応答を確認します。

インストーラは、3種類の互換性をチェックします。システムに応じて、互換性が
ないことを報告する次のページは、まったく表示されないか、1～ 3ページ表示さ
れます。

a. インストーラにより、選択したコンポーネントとすでにシステムに存在するコ
ンポーネントとの間に互換性がないと判定される場合があります。

図 5–2に示されている、「製品の依存関係のチェック」ダイアログボックスが
表示されます。

図 5–2「製品の依存関係のチェック」ダイアログボックス

続行する前に、このダイアログボックスで示された非互換性を解決する必要が
あります。場合によっては、インストーラを終了し、互換性のないソフト
ウェアをアップグレードまたは削除してから、インストーラを最初からやり直
す必要があります。

b. インストーラにより、すでにシステムにインストールされている Java™ 2
Software Development Kit, Standard Edition (J2SE™ SDK)には、インストー
ル対象として選択したコンポーネントとの互換性がないと判定される場合があ
ります。

「J2SE Software Development Kitのアップグレードが必要です」ページが表示
されます。

「了解」をクリックして、デフォルト値の「Sun JavaTM Enterprise systemコ
ンポーネント製品用の J2SE SDKを別にインストール」を受け入れます。
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c. インストーラにより、すでにシステムにインストールされている共有コンポー
ネントには、インストール対象として選択したコンポーネントとの互換性がな
いと判定される場合があります。

図 5–3に示す、「アップグレードの必要がある共有コンポーネント」ページが
表示されます。

図 5–3「アップグレードの必要がある共有コンポーネント」ページ

「次へ」をクリックして、共有コンポーネントをアップグレードします。

注 –共有コンポーネントは、Java ESコンポーネントに対して、ローカルサービ
スとテクノロジサポートを提供します。Java ESをインストールする場合、イン
ストーラは、選択した Java ESコンポーネントにとって必要な共有コンポーネ
ントを自動的にインストールします。

d. インストーラにより、システムには、選択したコンポーネントと全面的に互換
性があると判定される場合があります。「インストールディレクトリ」ページ
が表示されます。

3. 「次へ」をクリックしてデフォルトのインストールディレクトリを受け入れます。

「システム要件の確認」ページが表示されます。

4. 「システム要件の確認」ページが次のシステム要件についてシステムを検証してい
る間、待機します。

� ディスク容量
� メモリ
� オペレーティングシステムのパッチ
� オペレーティングシステムのリソース
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5. システム要件チェックの結果を確認します。

� メモリ不足の警告は無視します。評価ソリューションでは、運用ソリュー
ションほど多くのメモリを必要としません。

� インストーラを閉じる必要があると警告するパッチを受信した場合は、パッチ
をインストールし、インストーラを最初からやり直します。

システムチェックの結果に問題がなくなったら、「次へ」をクリックします。「設
定タイプ」ページが表示されます。

� 設定の種類を指定するには

1. 「今すぐ設定」を選択します。

「今すぐ設定」を選択すると、インストールするほとんどのコンポーネントの設定
値が指定されます。インストーラにより、インストーラのページで指定した値に基
づいてコンポーネントが設定されます。

「次へ」をクリックします。「カスタム設定」ページが表示されます。

2. インストーラが設定できないコンポーネントのリストを確認します。

Java ESインストーラは Directory Preparation Tool、Instant Messaging、Calendar
Server、Messaging Server、または Communications Expressを設定しないことが
メッセージで示されます。Calendar Server、Messaging Server、および Instant
Messagingと Communications Expressを設定する方法については、第 6章を参照
してください。

「次へ」をクリックします。「共有サーバー設定」ページが表示されます。

手順
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図 5–4「共有サーバー設定」ページ

� 共通サーバー設定を入力するには

� インストーラによって設定されるすべてのコンポーネントの設定に使用する値を指
定します。次の操作を行います。

� 「ホスト名」のデフォルト値を受け入れます。
� 「DNSドメイン名」のデフォルト値を受け入れます。
� 「ホスト IPアドレス」のデフォルト値を受け入れます。
� 「管理者ユーザー ID」のデフォルト値を受け入れます。
� 「管理者のパスワード」テキストフィールドに、「password」と入力しま
す。

� 「パスワード再入力」テキストフィールドに、「password」と入力します。
� 「システムユーザー」のデフォルト値を受け入れます。
� 「システムグループ」のデフォルト値を受け入れます。

注 –「ホスト名」、「DNSドメイン名」、および「ホスト IPアドレス」のデ
フォルト値は、インストール先のシステムに基づいています。

図 5–4には、evaluation.example.comという名前のシステムのデフォルト値
が示されています。「ホスト名」フィールドは、システム名 evaluationで、
「DNSドメイン名」フィールドは、example.comです。インストール先システ
ムについても同様の値が表示されます。

「次へ」をクリックします。「Webサーバー:管理 (1 / 2)」ページが表示されま
す。

手順
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� Web Serverの設定値を入力するには

1. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Web Server:デフォルトのWeb Serverインスタンス (2 / 2)」ページが表示され
ます。

図 5–5 Web Server:デフォルトのWeb Serverインスタンス (2 / 2)

2. 次の操作を行います。

� 「実行時ユーザー ID」テキストフィールドに、「root」と入力します。
� 「実行時グループ」テキストフィールドに、「other」と入力します。
� 「システムが再起動すると自動的にWeb Serverを起動します」を選択します。

「次へ」をクリックします。「Directory Server:管理 (1 / 5)」ページが表示されま
す。

ヒント – Web Serverに指定するユーザーとグループは、Web Serverで実行されて
いるコンポーネントに使用しているユーザーとグループと同じにする必要がありま
す。

� Directory Serverの設定値を入力するには

1. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

手順
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ヒント –「管理者ユーザーパスワード」テキストフィールドと「ディレクトリマ
ネージャパスワード」テキストフィールドには、アスタリスクが表示されます。こ
れらのテキストフィールドの値は、「共有サーバー設定」ページで指定したデ
フォルトのパスワード、つまり passwordです。

「Directory Server:サーバー設定 (2 / 5)」ページが表示されます。

図 5–6 Directory Server:サーバー設定 (2 / 5)

2. 次の操作を行い、ディレクトリツリーのベースサフィックスを確立します。

� 「サーバー識別子」テキストフィールドで、デフォルトの値が evaluation_host
の非修飾形式になっていることを確認します。たとえば、
evaluation.example.comという名前のシステムにインストールする場合、デ
フォルトのサーバー識別子は evaluationになります。

� 「サーバーポート」テキストフィールドで、デフォルト値の 389を受け入れま
す。

� 「サフィックス」テキストフィールドに、「o=examplecorp」と入力しま
す。この値により、評価ソリューションのディレクトリツリーのベースサ
フィックスが指定されます。

� 「管理ドメイン」テキストフィールドで、デフォルト値の evaluation_domainを
受け入れます。

� 「システムユーザー」テキストフィールドで、デフォルト値の rootを受け入
れます。

� 「システムグループ」テキストフィールドで、デフォルト値の otherを受け入
れます。
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ヒント –サーバー識別子により、Directory Serverコンソールのサーバーインスタ
ンスが特定されます。

「次へ」をクリックします。「Directory Server:設定 Directory Server (3 / 5)」
ページが表示されます。

3. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Directory Server:データの保存場所 (4 / 5)」ページが表示されます。

4. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Directory Server:データの読み込み (5 / 5)」ページが表示されます。

5. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

ヒント –このページのデフォルトの選択 (「データの読み込み」チェックボックス
の下の「サンプルデータ」ラジオボタン)により、サンプルデータがある LDAP
データベースが読み込まれる設定になります。

「管理サーバー:サーバー設定 (1 / 2)」ページが表示されます。

� Administration Serverの設定値を入力するには

1. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「管理サーバー:設定ディレクトリの設定 (2 / 2)」ページが表示されます。

2. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Access Manager:管理 (1 / 6)」ページが表示されます。
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図 5–7「Access Manager:管理」ページ

� Access Managerの設定値を入力するには

1. 次の操作を行います。

� 「管理者ユーザーパスワード」および「パスワード再入力」テキストフィール
ドのデフォルト値を受け入れます。

ヒント –「管理者ユーザーパスワード」にはアスタリスクが表示されます。こ
のテキストフィールドの値は、デフォルトパスワードの passwordです。

� 「LDAPパスワード」および「パスワード再入力」テキストフィールドに、「
ldappassword」と入力します。

ヒント – LDAPパスワードを、管理者パスワードと同一にすることはできませ
ん。

「次へ」をクリックします。「Access Manager: Webコンテナ (2 / 6)」ページが表
示されます。

2. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Access Manager: Sun Java System Web Server (3 / 6)」ページが表示されます。
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3. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Access Manager: Identity Serverサービスを実行するためのWebコンテナ (4 /
6)」ページが表示されます。

4. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Access Manager: Directory Server情報 (5 / 6)」ページが表示されます。

5. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Access Manager: Directory Server情報 (6 / 6)」ページが表示されます。

6. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Portal Server: Webコンテナ」ページが表示されます。

� Portal Serverの設定値を入力するには

1. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Portal Server: Sun Java System Web Server」ページが表示されます。

2. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Potal Server Webコンテナ配備」ページが表示されます。

3. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

ヒント –「サンプルポータルのインストール」がデフォルトで選択されています。
サンプルポータルをインストールすると、独自のポータルデスクトップを開発する
ことなく使用できる、ポータルデスクトップが提供されます。

「インストールの準備が完了しています」ページが表示されます。
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68 Sun Java Enterprise System 2005Q1配備実例集:評価のシナリオ



図 5–8「インストールの準備が完了しています」ページ

� インストールを完了するには

1. インストールするコンポーネントのリストを確認します。リストは、図 5–8と一致
している必要があります。

� 入力内容を確認または変更する場合は、「戻る」をクリックします。任意のイ
ンストーラページに戻り、任意の値を変更できます。

� インストールする準備が整ったら、「次へ」をクリックします。インストーラ
が共有コンポーネントをアップグレードします。このプロセスにはしばらく時
間がかかることがあります。インストーラが共有コンポーネントのアップグ
レードを終了すると、「製品登録」ページが表示されます。

2. 「製品登録」ページで、「インストール中に登録ウィンドウを開きます」の選択を
解除し、「インストール」をクリックします。

「インストール中」ページが表示されます。インストールプロセスには数分かかり
ます。インストールが終了すると、「インストールが完了しました」ページが表示
されます。

3. 「サマリーの表示」をクリックし、すべてのコンポーネントが正しくインストール
されたことを確認します。

インストールプロセスは完了です。

4. 「閉じる」をクリックして、インストーラを終了します。

手順
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ヒント –評価が完了したら、コンポーネントをアンインストールできます。アンイ
ンストールの手順については、141ページの「コンポーネントのアンインストー
ル」を参照してください。

インストールログファイルの確認
インストールの詳細を調べる場合は、インストールログファイルを確認します。ここ
では、ログファイルを見つける方法を説明します。

� インストールログファイルを確認するには

1. ログファイルのディレクトリに移動します。

cd /var/sadm/install/logs

2. lsコマンドを実行してディレクトリの内容をリスト表示します。

ls

インストールしたコンポーネントのインストールログファイルのリストが表示され
ます。

3. 確認する必要のあるインストールログファイルを開きます。

たとえば、Directory Serverのインストールログファイルは、ファイル名に日付ス
タンプが含まれています。Directory_Server_install.B mmdd9999のように
なっています。

ヒント –次のログファイルには、インストーラによって行われた依存性チェックに
ついての情報が含まれています。

/var/sadm/install/log/installdependencies.txt
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第 6章

コンポーネントの設定および確認

この章では、インストーラの実行後の手順について説明します。インストールと設定
の計画で説明されているように、インストーラで設定したコンポーネントの起動と確
認から始めて、続けてインストーラで設定されなかったコンポーネントの設定と起動
を行います。

この章では、次の節で設定と確認の手順について説明します。

� 71ページの「Directory Serverのデフォルトインスタンスの起動および確認」
� 75ページの「Access Managerおよび Portal Serverのデフォルトインスタンスの
確認」

� 78ページの「通信サービス用のディレクトリの設定」
� 81ページの「Messaging Serverの設定」
� 89ページの「Calendar Serverインスタンスの設定」
� 94ページの「Instant Messagingインスタンスの設定」
� 99ページの「Communications Expressインスタンスの設定」

設定と確認の手順の概要については、35ページの「インストールと設定の計画の作
成」を参照してください。設定ウィザードで入力する値の説明については、38ページ
の「インストールと設定の計画の詳細」を参照してください。

Directory Serverのデフォルトインスタ
ンスの起動および確認
Directory Serverは、ログインとポータルサービス、メッセージングサービス、およ
びカレンダサービス用の認証をサポートするディレクトリサービスを提供します。評
価ソリューションの確認は、Directory Serverのデフォルトインスタンスが起動およ
び管理可能であることを確認することから始めます。

ここでは、次のことを学習します。
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� Administration Serverを起動および停止する方法。

� Directory Serverを起動および停止する方法。

� Administration Serverコンソールを使用して LDAPディレクトリの内容を表示
し、Directory Serverが正しく設定されていることを確認する方法。

� Administration Serverを起動するには
Directory Serverのデフォルトインスタンスを起動する前に、Administration Server
を起動します。Administration Serverは、Directory Serverのための管理ツールで
す。

1. サーバールートのディレクトリに移動します。

cd /var/opt/mps/serverroot

2. 次のコマンドを実行して、Administration Serverを起動します。

./start-admin

Administration Serverが起動し、一連の起動メッセージが表示されます。起動プ
ロセスには、しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次の
メッセージが表示されます。

startup:server started successfully

� Directory Serverのデフォルトインスタンスを起動
するには
Administration Serverを起動した後、Directory Serverのデフォルトインスタンスを
起動します。

1. Directory Serverのデフォルトインスタンスのディレクトリに移動します。ディレ
クトリ名にはホストシステムの非修飾名が含まれます。

cd /var/opt/mps/serverroot/slapd-unqualified_evaluation_host

2. 次のコマンドを実行して、Directory Serverを起動します。

./start-slapd

Directory Serverが起動します。メッセージは表示されません。

� LDAPディレクトリの設定を確認するには
Directory Serverを起動した後、サーバーコンソールを起動して、LDAPディレクト
リの設定を確認します。
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1. serverrootディレクトリに移動します。

cd /var/opt/mps/serverroot

2. 次のコマンドを実行して、サーバーコンソールを起動します。

./startconsole &

「Sun Java Systemサーバーコンソールログイン」ダイアログボックスが表示され
ます。

3. 管理者の ID (admin)およびパスワード (password)を入力して、「了解」をク
リックします。

「Server Console」が表示され、Administration Serverドメインのサーバーおよび
アプリケーションに関する情報が表示されます。図 6–1は、example.comドメイ
ンに関する情報を示しています。実際のドメインに関しても、同様の情報が表示さ
れます。

図 6–1 Server Consoleの「サーバーとアプリケーション」タブ

4. 「サーバーとアプリケーション」タブ上のノードを展開し、Directory Serverのデ
フォルトインスタンスを表すノードを見つけます。

a. 最上位のノードは、デフォルトの Administration Serverドメインを表しま
す。図 6–1では、最上位のノードは example.comと示されているノードです。

実際のコンソールウィンドウでは、最上位のノードには evaluation_domainが示
されます。
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b. 次のレベルには、Administration Serverドメイン内のシステムを表すノードが
あります。

図 6–1では、example.comドメインには evaluation.example.comという名前の
システムが 1つ含まれています。実際のコンソールウィンドウでは、
evaluation_hostが示されます。

c. 次のレベルは「Server Group」と呼ばれるノードです。

このノードには、evaluation_hostで稼働しているコンポーネントインスタンス
がグループ化されます。図 6–1では、evaluation.example.comで稼働している
コンポーネントインスタンスが Server Groupノードでグループ化されていま
す。

d. 次のレベルには、Server Group内の個々のコンポーネントインスタンスを表す
ノードがあります。

これらのノードのいずれかが、Directory Serverのデフォルトインスタンスを表
します。図 6–1では、そのノードは Directory Server (evaluation.example.com)
と示されているノードです。実際のコンソールウィンドウでは、そのノードは
Directory Server (evaluation_host)と示されます。

5. Directory Serverのデフォルトインスタンスを表すノードをダブルクリックしま
す。

「Sun Java System Directory Server」ウィンドウが表示されます。

6. 「ディレクトリ」タブをクリックします。

LDAPディレクトリツリーが表示されます。

図 6–2デフォルトの LDAPディレクトリツリー

74 Sun Java Enterprise System 2005Q1配備実例集:評価のシナリオ



7. インストーラによって設定された LDAPベースサフィックスを確認します。

実際の LDAPベースサフィックスは o=examplecorpになります。図 6–2と同様
の画面が表示されます。

8. インストーラによって設定されたサンプルの LDAPディレクトリエントリを見つ
けます。

a. ベースサフィックスのノード (o=examplecorp)を展開します。

b. 「People」コンテナのノードをクリックします。

右区画に「People」コンテナの内容が表示されます。図 6–2は、
evaluation.example.com上の Directory Serverのデフォルトインスタンス
の「People」コンテナを示しています。実際の Directory Serverインスタンス
の場合も同様の画面が表示されます。

9. 「People」コンテナに、amAdmin、anonymous、および authlessanonymousの
エントリが含まれていることを確認します。

インストール中に要求したサンプルデータが Java Enterprise Systemインストーラ
によって LDAPディレクトリに読み込まれたことが、これらのエントリによって
確認されます。

10.サーバーコンソールを稼働したままにしておきます。

Access Managerおよび Portal Serverの
デフォルトインスタンスの確認
Directory Serverを起動した後に、Web Serverのデフォルトインスタンスを再起動し
ます。Web Serverを再起動すると、Access Managerおよび Portal Serverも起動しま
す。

ここでは、次のことを学習します。

� Web Serverを再起動する方法。

� Access Manager管理コンソールを起動および停止する方法。

� Access Manager管理コンソールを使用して、Access Managerが LDAPディレク
トリにアクセスできることを確認する方法。

� サンプルポータルデスクトップを開く方法。
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� Web Serverのデフォルトインスタンスを再起動す
るには
Web Serverのデフォルトインスタンスを再起動すると、Web ServerのWebコンテナ
で稼働する 2つのコンポーネント、Access Managerおよび Portal Serverが起動しま
す。

1. Web Serverのデフォルトインスタンスのディレクトリに移動します。ディレクト
リ名には、Web Serverをインストールしたシステムの完全修飾名が含まれます。

cd /opt/SUNWwbsvr/https-evaluation_host

2. 次のコマンドを実行して、Web Serverを再起動します。

./stop; ./start

Web Serverにより、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表示
されます。

startup: server started successfully

� Access Manager管理コンソールにログインし、
Access Managerを確認するには
Access Manager管理コンソールにログインすることで、Access Managerが稼働して
いること、および Directory Serverインスタンスと協働するようにAccess Manager
が正常に設定されたことが確認されます。

1. Webブラウザで、次の URLを開きます。

http://evaluation_host/amconsole/index.html

「ログイン」ページが表示されます。

2. 管理ユーザーの ID (amadmin)とパスワード (password)を入力します。「ログイ
ン」をクリックします。

コンソールに、デフォルトのAccess Managerドメインに関する情報が表示されま
す。

3. Access Managerが正しく設定されていることを確認するには、Access Manager
ドメイン名を確認します。

Access Managerドメイン名は、「アイデンティティー管理」タブ直下の左区画に
表示されます。図 6–3には、examplecorpが表示されています。実際のAccess
Managerコンソールにも同様の画面が表示されます。
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ヒント – examplecorpは、LDAPディレクトリツリーで設定したベースサフィック
スです。これがAccess Managerコンソールに表示されていると、Access Manager
が Directory Serverのデフォルトインスタンスと通信していることが確認されま
す。

図 6–3 Access Manager管理コンソール

4. 管理コンソールからログアウトします。ページの右上隅にある「ログアウト」をク
リックします。

� サンプルポータルデスクトップを表示し、Portal
Serverのデフォルトインスタンスを確認するには
第 5章のインストール手順により、サンプルポータルデスクトップが作成されます。
この節では、サンプルポータルデスクトップを開いて、Portal Serverが稼働している
ことを確認します。

1. Webブラウザで、次の URLを開きます。

http://evaluation_host/portal/dt

Portal Serverのサンプルデスクトップが表示されます。図 6–4はサンプルデスク
トップを示しています。サンプルデスクトップを開くことで、Portal Serverのデ
フォルトインスタンスが稼働していることが確認されます。
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図 6–4サンプルポータルデスクトップ

2. ポータルデスクトップをブラウザで開いたままにします。

通信サービス用のディレクトリの設定
第 5章のインストール手順により、デフォルトの LDAPスキーマでディレクトリが作
成されます。Messaging Serverおよび Calendar Serverのインスタンスを設定する前
に、Java ESの通信サービス用のディレクトリを設定する必要があります。この設定
手順により、共有ユーザーエントリをサポートする LDAP属性が追加されます。この
設定を完了したら、ディレクトリのユーザーアカウントは、Access Managerで認証を
受けて、Java ESコンポーネントによって提供される任意のサービスにログインでき
ます。

ここでは、次のことを学習します。

� Directory Server Preparation Toolを使用して通信サービス用にディレクトリツ
リーを設定する方法。

� 管理コンソールを使用してディレクトリツリーへの変更を確認する方法。
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� 通信サービス用のディレクトリツリーを設定する
には
この手順では、Directory Server Preparation Tool (comm_dssetup.plと呼ばれる
Perlスクリプト)を実行し、Java ESの通信サービスで使用するために評価ディレクト
リを設定します。入力値の要約については、41ページの「Directory Server
Preparation Toolの詳細」を参照してください。

ヒント –このスクリプトにより、一連のプロンプトが表示されます。ほとんどのプロ
ンプトには、Enterキーを押してデフォルト値を受け入れることで応答します。デ
フォルト値は、Directory Serverのデフォルトインスタンスを示すものです。

1. Preparation Toolのディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWcomds/lib

2. 次のコマンドを実行して、Preparation Toolを解凍します。

unzip dssetup.zip

3. 解凍した Preparation Toolのディレクトリに移動します。

cd dssetup

4. 次のコマンドを実行して、Preparation Toolを起動します。

perl comm_dssetup.pl

Preparation Toolにより一連のメッセージが表示され、その後、次のプロンプトが
表示されます。 Do You Want To Continue? [Y].

5. Enterキーを押してデフォルト値を受け入れます。

Preparation Tool により次のプロンプトが表示されます。Enter the Full Path
to the Directory Where The Sun ONE Directory Server was
Installed.

6. Enterキーを押してデフォルト値の「/var/opt/mps/serverroot」を受け入れ
ます。

Preparation Toolにより Directory Serverのインスタンスの番号表示されたリスト
が表示され、次のプロンプトが表示されます。Which Instance Do You Want?
[1].

7. Java Enterprise Systemインストーラによって作成された Directory Serverのデ
フォルトインスタンスを選択します。評価ソリューションの場合、通常、
evaluation_host上にあるインスタンスは 1つだけです。

� このプロンプトのデフォルト値「1」に正しいインスタンス、つまり、インスタ
ンス名が evaluation_hostで終わるインスタンスが指定されている場合は、Enter
キーを押してデフォルト値を受け入れます。
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� 複数の Directory Serverインスタンスがある場合は、Directory Serverのデ
フォルトインスタンスの数を入力し、Enterキーを押します。

Preparation Tool により次のプロンプトが表示されます。Please Enter The
Directory Manager DN [cn=Directory Manager].

8. Enterキーを押してデフォルト値の「cn=Directory Manager」を受け入れます。

Preparation Toolにより、Directory Managerのパスワードを要求するプロンプト
が表示されます。

9. 「password」と入力し、Enterキーを押します。

Preparation Tool により次のプロンプトが表示されます。Will This Directory
Server Be Used For Users/Groups? [Yes].

10. Enterキーを押してデフォルト値を受け入れます。

Preparation Tool により次のプロンプトが表示されます。Please Enter The
Users/Groups Base Suffix [o=examplecorp].

11.デフォルト値が examplecorpになっていることを確認します。examplecorpは、
ディレクトリツリー用に設定したベースサフィックスです。Enterキーを押してデ
フォルト値を受け入れます。

Preparation Toolにより Sun ONE LDAPスキーマのリストが表示され、次のプロ
ンプトが表示されます。Please Enter The Schema Type (1, 1.5, 2) [2].

12.デフォルト値が「2」であることを確認し、Enterキーを押します。

Preparation Tool により次のプロンプトが表示されます。Do You Want To
Update The Schema Files? [Yes].

13. Enterキーを押してデフォルト値の「Yes」を受け入れます。

Preparation Tool により次のプロンプトが表示されます。Do You Want To
Configure New Indexes? [Yes].

14. Enterキーを押してデフォルト値の「Yes」を受け入れます。

Preparation Tool により次のプロンプトが表示されます。Do You Want To
Reindex The New Indexes Now? [yes].

15. Enterキーを押してデフォルト値の「yes」を受け入れます。

Preparation Toolは入力した値の要約を表示し、次のプロンプトを表示します。
Do You Want To Continue? [Y].

16.入力した値を確認します。Enterキーを押してデフォルト値の「y」を受け入れま
す。

Preparation Toolは「generating files」で始まる、一連の情報メッセージを表示し
ます。これにはしばらく時間がかかることがあります。

Preparation Toolによりスクリプトファイルが生成され、次のプロンプトが表示さ
れます。 Ready to execute the script now. Do you want to
continue? [Y].
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17. Enterキーを押してデフォルト値の「Y」を受け入れます。

Preparation Toolは生成されたスクリプトを実行し、Directory Serverインスタン
スを設定します。これにはしばらく時間がかかることがあります。

スクリプトは、次のメッセージで終了する、一連の長い情報メッセージを表示しま
す。

Successful Completion

Java ESの通信サービスで使用するディレクトリツリーの設定はこれで完了です。

Messaging Serverの設定
ここでは、次のことを学習します。

� Messaging Server設定ウィザードを使用して、Messaging Serverインスタンスを
作成および設定する方法。

� Messaging Serverインスタンスを起動および停止する方法。
� Messaging Server設定ウィザードで行われたディレクトリツリーの設定を確認す
る方法。

� Messaging Serverインスタンスを作成および設定
するには
この手順では、Messaging Server設定ウィザードを実行して、Messaging Serverイン
スタンスを作成および設定します。入力値の要約については、42ページ
の「Messaging Server設定ウィザードの詳細」を参照してください。

1. Messaging Serverディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWmsgsr/sbin

2. 次のコマンドを実行して、設定ウィザードを起動します。

./configure

設定ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。

3. 「次へ」をクリックします。

「完全指定ホスト名」ページが表示されます。

4. デフォルト値が evaluation_hostになっていることを確認します。

「次へ」をクリックします。「設定およびデータファイルの格納先ディレクトリを
選択」ページが表示されます。
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5. 「次へ」をクリックしてデフォルト値の /var/opt/SUNWmsgsrを受け入れま
す。

「新規ディレクトリを作成しますか ?」ダイアログボックスが表示されます。

6. 「ディレクトリを作成」をクリックします。

ヒント – Java ESを以前インストールしてアンインストールした場合は、
/var/opt/SUNWmsgsrが空ではない、という異なるダイアログボックスが表示
されます。「受け入れる」をクリックして、既存のインスタンスのディレクトリを
上書きします。

「設定するコンポーネントを選択」ページが表示されます。

7. 「次へ」をクリックして、Message Transfer Agent、Message Store、および
Messenger Expressが選択されているデフォルト値を受け入れます。

「Messaging Serverのユーザーとグループ」ページが表示されます。

8. 次の操作を行います。

� 「ユーザー名の入力」テキストフィールドのデフォルト値が mailsrvである
ことを確認します。

� 「グループの入力」テキストフィールドのデフォルト値が mailであることを
確認します。

「次へ」をクリックします。「設定ディレクトリサーバーパネル」ページが表示さ
れます。

図 6–5設定ディレクトリサーバーのページ

9. 次の操作を行います。
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� 「設定サーバー LDAP URL」テキストフィールドのデフォルト値が
ldap://evaluation_host :389であることを確認します。

� 「次でバインド」テキストフィールドのデフォルト値が cn=Directory
Managerであることを確認します。Directoryと Managerの間にはスペー
スがあります。

� 「パスワード」テキストフィールドに、「password」と入力します。

ヒント –これらの値を入力することにより、Directory Serverのデフォルトイン
スタンスおよび管理者アカウントが指定されます。

「次へ」をクリックします。「設定ディレクトリサーバーパネル」ページが表示さ
れます。

10.次のデフォルト値を確認します。

� 「ユーザー/グループサーバー LDAP URL」テキストフィールドのデフォルト
値が ldap://evaluation_host :389 であることを確認します。

� 「次でバインド」テキストフィールドのデフォルト値が cn=Directory
Managerであることを確認します。Directoryと Managerの間にはスペー
スがあります。

� 「パスワード」テキストフィールドのデフォルト値が passwordであることを
確認します。

「次へ」をクリックします。「ポストマスターのメールアドレス」ページが表示さ
れます。

図 6–6「ポストマスターのメールアドレス」ページ

11.次の操作を行います。
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� 「メールアドレスを入力」テキストフィールドに、
「admin@examplecorp.com」と入力します。

「次へ」をクリックします。「すべての管理アカウントのパスワード」ページが表
示されます。

図 6–7「すべての管理アカウントのパスワード」ページ

12.次の値を入力して、Messaging Server用の管理パスワードを設定します。

� 「パスワードを入力」テキストフィールドに、「password」と入力します。

� 「確認のためパスワードを再入力」テキストフィールドに、「password」と
入力します。

「次へ」をクリックします。「デフォルトの電子メールドメイン」ページが表示さ
れます。
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図 6–8「デフォルトの電子メールドメイン」ページ

13.次の操作を行います。

� 「電子メールドメインを入力」テキストフィールドに、
「examplecorp.com」と入力します。

「次へ」をクリックします。「デフォルト電子メールドメインの組織 DN」ページ
が表示されます。

図 6–9「デフォルト電子メールドメインの組織DN」ページ

14.デフォルトの組織 DNが o=examplecorp.com,o=examplecorpであることを
確認します。
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ヒント – Messaging Server設定ウィザードにより、「組織 DNを入力」テキスト
フィールドで指定した名前が付いた新しい組織が LDAPツリー内に作成されま
す。この組織には Java ESユーザーを追加します。

「次へ」をクリックします。「設定する準備が整いました」ページが表示されま
す。

15.情報を確認します。「今すぐ設定」をクリックします。

「使用中のポート」ダイアログボックスが表示されます。

ヒント –この手順のあとの方で、Messaging Serverインスタンスのポートを指定し
ます。

16.「了解」をクリックします。

設定プロセスが続行します。設定プロセスが完了すると、「シーケンスを完了」
ページが表示されます。

17.「次へ」をクリックします。

「インストールサマリ」ページが表示されます。

18.インストールサマリを確認し、「閉じる」をクリックします。

19. Messaging Serverディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWmsgsr/sbin

20.次のコマンドを実行して、Messaging Serverとの通信に使用するポートを指定し
ます。

./configutil -o service.http.port -v 88

./configutil -o service.http.sslport -v 448

21.次のコマンドを実行して、Messaging Serverを起動します。

./start-msg

起動プロセスにより、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表示
されます。

starting job-controller server

Messaging Serverのインスタンスの作成および起動はこれで完了です。
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� Messaging Serverの設定によってディレクトリツ
リーが変更されたことを確認するには
この手順では、Sun Java Systemサーバーコンソールを使用して、Messaging Server
によって o=examplecorp.com,o=examplecorpの組織がディレクトリツリーに追加さ
れたことを確認します。

1. サーバーコンソールの「Directory Server」ウィンドウに戻ります。

2. 「表示」メニューで、「再表示」を選択します。

ディレクトリツリーの画面が更新されます。

図 6–10 Messaging Serverの設定によって変更されたスキーマ 2のディレクトリツリー

3. 変更されたディレクトリツリーを確認します。

examplecorp.comの新しいノードがあることを確認します。図 6–10と同様の画面
が表示されます。examplecorp.comのノードは、Messaging Server設定ツールに
よって作成された LDAP組織を表します。組織の完全な LDAP DNは
o=examplecorp.com,o=examplecorpです。

ヒント –新しい LDAP組織は、シングルサインオンおよびプロキシ認証をサポート
します。Java ESで使用する LDAPエントリを作成する場合、それらのエントリを
この LDAP組織に追加します。

4. examplecorp.comのノードをクリックします。

右区画に、組織の内容が表示されます。
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第 6章 •コンポーネントの設定および確認 87



5. 組織のオブジェクトクラスが iplanet-am-managed-people-containerであ
ることを確認します。次の操作を行います。

a. 右区画で、「People」コンテナを右クリックし、次にメニューから「汎用エ
ディタで編集」を選択します。

汎用エディタが表示されます。

図 6–11「汎用エディタ」

b. 汎用エディタで、「オブジェクトクラス」テキストフィールドの値が、
iplanet-am-managed-people-containerであることを確認します。

これにより、ディレクトリツリーに対して Java Enterprise Systemのメッセー
ジングサービスを正常に設定したことが確認されます。

c. 「了解」をクリックして、汎用エディタを閉じます。

6. コンソールを終了します。

� Messaging Serverインスタンスを確認するには
この手順では、管理者アカウントとデフォルトのWebインタフェースを使用して、
Messaging Serverインスタンスにログインする方法を示します。

1. Webブラウザで、次の URLを開きます。

http://evaluation_host:88

Messenger Expressのログインページが表示されます。
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2. 次の値を入力します。

� ユーザー ID: admin
� パスワード: password

「ログイン」をクリックします。Messenger Expressのメインウィンドウが表示さ
れます。図 6–12と同様の画面が表示されます。これにより、Messaging Serverイ
ンスタンスが設定され、稼働していることが確認されます。

図 6–12 Messenger Expressのメインウィンドウ

3. Messenger Expressのメインウィンドウの右上隅にある、「ログアウト」をク
リックします。

これにより、Messaging Serverインスタンスが正常に設定および起動されたこと
が確認されます。

Calendar Serverインスタンスの設定
ここでは、次のことを学習します。

� Calendar Server設定ウィザードを使用して、Calendar Serverインスタンスを作成
する方法。

� Calendar Serverインスタンスを起動および停止する方法。
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� Calendar Serverインスタンスを作成および設定す
るには
この手順では、Calendar Server設定ウィザードを実行して、Calendar Serverインス
タンスを作成および設定します。入力値の要約については、44ページの「Calendar
Server設定ウィザードの詳細」を参照してください。

1. Calendar Serverディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWics5/cal/sbin

2. 次のコマンドを実行して、設定ウィザードを起動します。

./csconfigurator.sh

設定ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。

3. 「次へ」をクリックして続行します。

「管理、ユーザー設定、および認証」ページが表示されます。

図 6–13「管理、ユーザー設定、および認証」ページ

4. 次の操作を行います。

� 「LDAPサーバーのホスト名」テキストフィールドのデフォルト値が
evaluation_hostであることを確認します。

� 「LDAPサーバーのポート」テキストフィールドのデフォルト値が 389である
ことを確認します。

� 「Directory Manager DN」テキストフィールドで、デフォルト値が
cn=Directory Manager であることを確認します。Directory と Manager
の間にはスペースがあります。

手順
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� 「Directory Managerのパスワード」テキストフィールドに、「password」と
入力します。

� 「ベース DN」テキストフィールドに、
「o=examplecorp.com,o=examplecorp 」と入力します。

ヒント – Calendar Serverのベース DNにより、Messaging Server設定ウィザー
ドで作成した LDAP組織 (o=examplecorp.com,o=examplecorp)が指定されま
す。

� 「管理者のユーザー ID」テキストフィールドのデフォルト値が calmasterで
あることを確認します。

� 「管理者のパスワード」テキストフィールドに、「password」と入力しま
す。

「次へ」をクリックします。ウィザードにより、Directory Serverのデフォルトイ
ンスタンスへの接続が確認されます。「質問」ダイアログボックスが表示されま
す。

5. 「作成する」をクリックして、calmasterユーザーを作成します。

「メールと電子メールアラーム」ページが表示されます。

図 6–14「メールと電子メールアラーム」ページ

6. 次の操作を行います。

� 「電子メールアラーム」に、デフォルトで「有効」が選択されていることを確
認します。

� 「管理者のメールアドレス」テキストフィールドに、
「calmaster@examplecorp.com」と入力します。
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� 「SMTPホスト名」テキストフィールドのデフォルト値が evaluation_hostであ
ることを確認します。

「次へ」をクリックします。「SMTPホストへの接続」ダイアログボックスが表示
される場合があります。

7. 「SMTPホストへの接続」ダイアログボックスで、「承認」をクリックします。

「ランタイム設定」ページが表示されます。

図 6–15「ランタイム設定」ページ

8. 次の操作を行います。

� 「サービスポート」テキストフィールドに、「89」と入力します。

� 「最大セッション」テキストフィールドのデフォルト値が 5000であることを
確認します。

� 「最大スレッド」テキストフィールドのデフォルト値が 20であることを確認
します。

� 「サーバープロセスの数」テキストフィールドのデフォルト値が 1であること
を確認します。

� 「ランタイムユーザー ID」テキストフィールドのデフォルト値が icsuserで
あることを確認します。

� 「ランタイムグループ ID」テキストフィールドのデフォルト値が icsgroup
であることを確認します。

� 「設定が成功したら起動する」が選択されていることを確認します。

� 「システムの起動時に起動する」が選択されていることを確認します。

「次へ」をクリックします。「新しいユーザー IDを作成しますか ?」ダイアログ
ボックスが表示されます。
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9. 「ユーザー IDを作成」をクリックして icsuserアカウントを作成します。

「設定ファイルおよびデータファイルの保存先ディレクトリ」ページが表示されま
す。

10.「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「新規ディレクトリを作成しますか ?」ダイアログボックスが表示されます。

ヒント – Java Enterprise Systemを以前インストールしてアンインストールした場
合は、/var/opt/SUNWmsgsrが空ではない、という異なるメッセージが表示さ
れます。既存のディレクトリを上書きするためにクリックします。ディレクトリご
とに、これを実行します。

11.「ディレクトリを作成」をクリックします。新しいディレクトリごとに、これを実
行します。

「アーカイブとホットバックアップの設定」ページが表示されます。

12.「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「新規ディレクトリを作成しますか ?」ダイアログボックスが表示されます。

13.「ディレクトリを作成」をクリックします。新しいディレクトリごとに、これを実
行します。

「設定する準備が整いました」ページが表示されます。

14.「今すぐ設定」をクリックします。

設定が完了すると、「設定サマリ」ページが表示されます。

15.詳細を確認し、「閉じる」をクリックします。

ヒント –「ランタイム設定」ページで、「設定が成功したら起動する」オプション
を選択しました。ここで、Calendar Serverが自動的に起動します。

� Calendar Serverインスタンスを確認するには
この手順では、管理者アカウントとデフォルトのWebインタフェースを使用して、
Calendar Serverインスタンスを確認する方法を示します。

1. Webブラウザで、次の URLを開きます。

http://evaluation_host:89

Calendar Expressの「ログイン」ページが表示されます。

2. 次の値を入力します。
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� ユーザー ID: calmaster
� パスワード: password

「ログイン」をクリックします。Calendar Expressのメインウィンドウが表示され
ます。図 6–16と同様の画面が表示されます。これにより、Calendar Serverインス
タンスが正しく設定され、稼働していることが確認されます。

図 6–16 Calendar Expressのメインウィンドウ

3. メインウィンドウの右上隅にある、「ログアウト」をクリックします。

これにより、Calendar Serverインスタンスが正常に設定および起動されたことが
確認されます。

Instant Messagingインスタンスの設定
ここでは、次のことを学習します。

� Instant Messaging設定ウィザードを使用して、Instant Messagingインスタンスを
作成する方法。

� Instant Messagingインスタンスを起動する方法。
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� Instant Messagingインスタンスを作成および設定
するには
この手順では、Instant Messaging設定ウィザードを実行して、Instant Messagingイ
ンスタンスを作成および設定します。入力値の要約については、45ページの「Instant
Messaging設定ウィザードの詳細」を参照してください。

1. Instant Messagingディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWiim

2. 次のコマンドを実行して、設定ウィザードを起動します。

./configure

設定ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。

3. 「次へ」をクリックします。

「ソフトウェア要件」ページが表示されます。

4. 「次へ」をクリックします。

「コンポーネントの選択」ページが表示されます。

5. 3つのコンポーネントがすべて選択されていることを確認します。「次へ」をク
リックしてデフォルトの選択内容を受け入れます。

「ネットワーク接続」ページが表示されます。

6. デフォルト値で評価システムが特定されることを確認します。

� 「ホスト名」テキストフィールドのデフォルト値が evaluation_hostであること
を確認します。

� 「DNSドメイン名」テキストフィールドのデフォルト値が evaluation_domain
であることを確認します。

「次へ」をクリックします。「IMサーバー/Identity Serverオプション」ページが
表示されます。

手順
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図 6–17「IMサーバー/Identity Serverオプション」ページ

7. 「シングルサインオン (SSO)とポリシーエージェント」オプションを選択しま
す。

「次へ」をクリックします。「Instant Messaging Serverの実行時ファイルディレ
クトリ」ページが表示されます。

8. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「ディレクトリを作成」ダイアログボックスが表示されます。

9. 「ディレクトリを作成」をクリックします。

「Instant Messaging Serverの設定」ページが表示されます。
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図 6–18「Instant Messaging Serverの設定」ページ

10.次の操作を行います。

� 「ドメイン名」テキストフィールドに、「examplecorp.com」と入力しま
す。

� 「LDAPサーバーのポート」テキストフィールドのデフォルト値が 389である
ことを確認します。

� 「マルチプレクサポート」テキストフィールドのデフォルト値が 5222である
ことを確認します。

「次へ」をクリックします。「Instant Messagingサーバーの LDAP設定」ページ
が表示されます。
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図 6–19「Instant Messagingサーバーの LDAP設定」ページ

11.次の操作を行います。

� 「LDAPホスト名」テキストフィールドのデフォルト値が evaluation_hostであ
ることを確認します。

� 「LDAPポート番号」テキストフィールドのデフォルト値が 389であることを
確認します。

� 「ベース DN」テキストフィールドに、
「o=examplecorp.com,o=examplecorp 」と入力します。

� 「バインド DN」テキストフィールドに、「cn=Directory Manager」と入
力します。Directoryと Managerの間にはスペースを入れる必要がありま
す。

� 「パスワード」テキストフィールドに、「password」と入力します。

「次へ」をクリックします。ウィザードにより、Directory Serverのデフォルトイ
ンスタンスへの接続およびベース DNの存在が確認されます。「SMTPサービス
設定」ページが表示されます。

12.「SMTPサーバー」テキストフィールドのデフォルト値が evaluation_hostに
なっていることを確認します。

「次へ」をクリックします。「SMTPホストへの接続」ダイアログボックスが表示
される場合があります。

13.「SMTPホストへの接続」ダイアログボックスで、「了解」をクリックし、「次
へ」をクリックして続行します。

「Instant Messaging Servicesのコードベースの選択」ページが表示されます。

98 Sun Java Enterprise System 2005Q1配備実例集:評価のシナリオ



14.「コードベース」テキストフィールドのデフォルト値が
http://evaluation_host:80/imであることを確認します。

「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。「アイデンティティーオ
プションの選択」ページが表示されます。

15.「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Instant Messaging Servicesの起動」ページが表示されます。

16.両方のサービスが選択されていることを確認します。

「次へ」をクリックします。設定プロセスが開始されます。設定プロセスには、し
ばらく時間がかかることがあります。設定が完了すると、「設定サマリ」ページが
表示されます。

17.詳細を確認し、「閉じる」をクリックします。

18. Web Serverのデフォルトインスタンスのディレクトリに移動します。ディレクト
リ名には、Web Serverをインストールしたシステムの完全修飾名が含まれます。

cd /opt/SUNWwbsvr/https-evaluation_host

19.次のコマンドを実行して、Web Serverを再起動します。

./stop; ./start

Web Serverにより、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表示
されます。

startup: server started successfully

Instant Messagingインスタンスの作成はこれで完了です。

ヒント – LDAPディレクトリツリーの設定が完了したら、Instant Messagingを使用
します。詳細については、118ページの「テスト用のエンドユーザーアカウントを
確認するには」を参照してください。

Communications Expressインスタンス
の設定
ここでは、次のことを学習します。

� Communications Express設定ウィザードを使用して Communications Expressイ
ンスタンスを作成する方法。

� Communications Expressインスタンスを起動する方法。
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� Communications Expressインスタンスを設定する
には
この手順では、Communications Express設定ウィザードを実行して、
Communications Expressインスタンスを作成および設定します。入力値の要約につ
いては、47ページの「Communications Express設定ウィザードの詳細」を参照して
ください。

1. Communications Expressディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWuwc/sbin

2. 次のコマンドを実行して、設定ウィザードを起動します。

./config-uwc

設定ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。

3. 「次へ」をクリックします。

「設定およびデータファイルの格納先ディレクトリを選択」ページが表示されま
す。

4. 「次へ」をクリックしてデフォルト値の /var/opt/SUNWuwcを受け入れます。

「新規ディレクトリを作成しますか ?」ダイアログボックスが表示されます。

5. 「ディレクトリを作成」をクリックします。

ヒント – Java ESを以前インストールしてアンインストールした場合は、
/var/opt/SUNWmsgsrが空ではない、という異なるダイアログボックスが表示
されます。「受け入れる」をクリックして、既存のディレクトリを上書きします。

「インストールするコンポーネントを選択」ページが表示されます。

6. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます (「メールコンポーネン
ト」と「カレンダコンポーネント」が両方とも選択されている)。

「ネットワーク接続」ページが表示されます。

7. 次のデフォルト値を確認します。

� 「ホスト名」テキストフィールドで、デフォルトの値が evaluation_hostの非修
飾形式になっていることを確認します。たとえば、evaluation.example.comと
いう名前のシステムにインストールする場合、デフォルトのホスト名は
evaluationです。

� 「DNSドメイン名」テキストフィールドのデフォルト値が evaluation_domain
であることを確認します。

「次へ」をクリックします。「Webコンテナの選択」ページが表示されます。

手順
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8. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます (Web Serverが選択され
ている)。

「次へ」をクリックします。「Web Serverの設定の詳細」ページが表示されま
す。

9. 次のデフォルト値を確認します。

� 「サーバールートディレクトリ」テキストフィールドのデフォルト値が
/opt/SUNWwbsvrであることを確認します。

� 「サーバーインスタンスの識別子」テキストフィールドのデフォルト値が
evaluation_hostであることを確認します。

� 「仮想サーバーの識別子」テキストフィールドのデフォルト値が
https-evaluation_hostであることを確認します。

� 「HTTPポート」テキストフィールドのデフォルト値が 80であることを確認
します。

「次へ」をクリックします。「Webコンテナのユーザーとグループ」ページが表
示されます。

図 6–20「Webコンテナのユーザーとグループ」ページ

10.次の操作を行います。

� 「Webコンテナのユーザー ID」テキストフィールドに、「root」と入力しま
す。

� 「Webコンテナのグループ ID」テキストフィールドに、「other」と入力し
ます。

「次へ」をクリックします。「URIパス」ページが表示されます。

11.「次へ」をクリックしてデフォルト (/uwc)の値を受け入れます。
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ヒント –デフォルト値を受け入れることで、次の URLが Communications Express
インスタンスに割り当てられます。 http://evaluation_host:80/uwc.

「ホストドメインのサポートを使用しますか ?」ページが表示されます。

12.「次へ」をクリックしてデフォルトの値 (管理されたドメインサポートは選択され
ていない)を受け入れます。

「ユーザー/グループのディレクトリサーバーの詳細」ページが表示されます。

図 6–21「ユーザー/グループのディレクトリサーバーの詳細」ページ

13.次の操作を行います。

� 「LDAP URL」テキストフィールドのデフォルト値が ldap://evaluation_host
:389であることを確認します。

� 「バインド DN」テキストフィールドのデフォルト値が cn=Directory
Managerであることを確認します。Directoryと Managerの間にはスペー
スがあります。

� 「管理者のパスワード」テキストフィールドに、「password」と入力しま
す。

ヒント –このページの値によって、Directory Serverのデフォルトインスタンス
が指定されます。

「次へ」をクリックします。「DCツリーのサフィックス」ページが表示されま
す。
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14.デフォルト値が o=examplecorpであることを確認します。

ヒント – o=examplecorpは、Directory Serverのインストール時に評価ソリュー
ション用に設定したベースサフィックスです。

「次へ」をクリックします。「デフォルトドメイン名」ページが表示されます。

図 6–22「デフォルトドメイン名」ページ

15.「ドメイン名を入力してください」テキストフィールドで、「examplecorp.com」
と入力します。

ヒント – examplecorp.comは、Messaging Serverインスタンスの設定時に作成した
メールドメインの名前です。

「次へ」をクリックします。「Identity Serverの設定」ページが表示されます。
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図 6–23「Identity Serverの設定」ページ

16.次の操作を行なって、Access Managerインスタンスの特定と接続に必要な情報を
入力します。

� 「ログイン URL」テキストフィールドのデフォルト値が
http://evaluation_host:80/amserver/UI/loginであることを確認します。

� 「管理者 DN」テキストフィールドで、
「uid=amAdmin,ou=People,o=examplecorp 」と入力します。

� 「管理者のパスワード」テキストフィールドに、「password」と入力しま
す。

ヒント –このページの値により、Access Managerの管理者アカウントが指定され
ます。

「次へ」をクリックします。「Messenger Expressポート」ページが表示されま
す。
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図 6–24「Messenger Expressポート」ページ

17.次の操作を行います。

� 「Messenger Expressポート」テキストフィールドで、「88」と入力します。

「次へ」をクリックします。「Calendar Serverのホストおよびポートの設定」
ページが表示されます。

図 6–25「Calendar Serverのホストおよびポートの設定」ページ

18.次の値を入力します。

� 「Calendar Serverのホスト名」テキストフィールドのデフォルト値が
evaluation_hostの名前であることを確認します。
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� 「Calendar Server のポート番号」テキストフィールドで、「89 」と入力しま
す。

「次へ」をクリックします。「Calendar Serverの管理者の詳細」ページが表示さ
れます。

図 6–26「Calendar Serverの管理者の詳細」ページ

19.次の操作を行います。

� 「管理者ユーザー ID」テキストフィールドのデフォルト値が calmasterであ
ることを確認します。

� 「管理者ユーザーパスワード」テキストフィールドに、「password」と入力
します。

「次へ」をクリックします。「PAB Directory Serverの詳細」ページが表示されま
す。

20.次の値を確認します。

� 「ログイン URL」テキストフィールドのデフォルト値が
ldap://evaluation_host :389であることを確認します。

� 「管理者 DN」テキストフィールドのデフォルト値が cn=Directory
Managerであることを確認します。Directoryと Managerの間にはスペー
スがあります。

� 「管理者パスワード」テキストフィールドのデフォルト値が passwordである
ことを確認します。

ヒント –「PAB Directory Serverの詳細」ページの値により、Directory Serverのデ
フォルトインスタンスが指定されます。
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「次へ」をクリックします。「設定する準備が整いました」ページが表示されま
す。

21.情報を確認します。「今すぐ設定」をクリックします。

「タスクシーケンスの開始」ページに、設定プロセスに関するメッセージが表示さ
れます。設定プロセスが完了すると、「シーケンスを完了」ページが表示されま
す。

22.「次へ」をクリックします。

「Web Server Restart」ダイアログボックスが表示されます。

23.「了解」をクリックします。

「設定サマリ」ページが表示されます。

24.設定サマリを確認し、「次へ」をクリックします。

「設定後の手順」ページが表示されます。

ヒント –この部分には、評価ソリューション用の設定後の特定の手順が記載されて
います。

25.「閉じる」をクリックします。

26. Web Serverディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWwbsvr/https-<evaluation_host\>

27.次のコマンドを実行してWeb Serverを再起動します。

./stop; ./start

Web Serverにより、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表示
されます。

startup: server started successfully

Communications Expressのインスタンスの作成および起動はこれで完了です。

ヒント –シングルサインオンの評価ソリューションを設定したら、
Communications Expressを使用します。詳細については、125ページ
の「Communications ExpressにおけるAccess Managerのシングルサインオンの
使用」を参照してください。
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第 7章

評価ソリューション用のユーザー管理

この章では、LDAPディレクトリの設定を完了するための手順と、メッセージング、
カレンダ、ポータルの各サービスを使用する権限を持ったテストユーザーアカウント
を追加するための手順について説明します。インストールと設定の計画で説明したよ
うに、最初に Delegated Administratorインスタンスの設定を行い、次に Delegated
Administratorを使ってテスト用のエンドユーザーアカウントを追加します。この章
では、次の節でユーザー管理の手順を説明します。

� 109ページの「Delegated Administrationユーティリティーの設定」
� 116ページの「メールサービスおよびカレンダサービス用の LDAP組織の設定」
� 117ページの「エンドユーザーアカウントのプロビジョニング」

設定と検証の手順の概要については、35ページの「インストールと設定の計画の作
成」を参照してください。入力する設定値と実行するコマンドの詳細については、
49ページの「Delegated Administrator設定ウィザードの詳細」および 51ページ
の「Delegated Administratorコマンド行の詳細」を参照してください。

Delegated Administrationユーティリ
ティーの設定
ここでは、Delegated Administrationユーティリティーの設定について説明します。
Delegated Administrationユーティリティーの設定では、次の作業を行います。

� Delegated Administratorが使用する Directory Serverインスタンスを指定しま
す。評価ソリューションでは、デフォルトの Directory Serverインスタンスを使用
するように Delegated Administratorを設定します。

� Delegated Administratorによって作成されたユーザーおよびグループのデータの
場所を指定します。評価ソリューションでは、ユーザーおよびグループのデータを
o=examplecorp.com,o=examplecorp組織に追加するように Delegated
Administratorを設定します。
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� Delegated Administratorがデフォルトの Directory Serverインスタンスと相互運
用するのに必要な管理者の IDおよびパスワードを指定します。

� Delegated Administrationユーティリティーを設定
するには
この手順では、評価ソリューション用の Delegated Administratorインスタンスの設
定方法を示します。入力値の概要については、49ページの「Delegated Administrator
設定ウィザードの詳細」を参照してください。

1. Delegated Administrationユーティリティーのディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWcomm/sbin

2. 次のコマンドを実行して、設定ウィザードを起動します。

./config-commda

設定ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。

3. 「次へ」をクリックします。

「設定およびデータファイルの格納先ディレクトリを選択」ページが表示されま
す。

4. 「次へ」をクリックしてデフォルトのディレクトリを受け入れます。

「新規ディレクトリを作成しますか ?」ダイアログボックスが表示されます。

5. 「ディレクトリを作成」をクリックします。

「設定するコンポーネントを選択」ページが表示されます。

6. Delegated Administratorクライアント、Delegated Administration Server、およ
び Delegated Administrationコンソールの 3つのコンポーネントがすべて選択さ
れていることを確認します。「次へ」をクリックします。

「Access Managerのホストとポート」ページが表示されます。

手順
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図 7–1「Access Managerのホストとポート」ページ

7. 次の操作を実行して、evaluation_host上の Access Managerインスタンスを指定し
ます。

� 「ホスト名」テキストフィールドのデフォルト値が evaluation_hostであること
を確認します。

� 「ポート」テキストフィールドに 80と入力します。

「次へ」をクリックします。「デフォルトドメイン」ページが表示されます。

図 7–2「デフォルトドメイン」ページ

8. 「ドメインを入力」テキストフィールドに examplecorp.comと入力します。

「次へ」をクリックします。「Delegated Administrationクライアントのデフォル
ト SSLポート」ページが表示されます。
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9. 「次へ」をクリックしてデフォルト値 (443)を受け入れます。

「Webコンテナ」ページが表示されます。

10.デフォルト値がWeb Serverであることを確認します。「次へ」をクリックしま
す。

「Web Server設定の詳細」ページが表示されます。

11.次のようにして、デフォルト値によってデフォルトのWeb Serverインスタンスが
特定されることを確認します。

� 「サーバールートディレクトリ」テキストフィールドのデフォルト値が
/opt/SUNWwbsvrであることを確認します。

� 「サーバーインスタンスの識別子」テキストフィールドのデフォルト値が
evaluation_hostであることを確認します。

� 「仮想サーバーの識別子」テキストフィールドのデフォルト値が
https-evaluation_hostであることを確認します。

� 「サーバー HTTPポート」テキストフィールドのデフォルト値が 80であるこ
とを確認します。

「次へ」をクリックします。「デフォルトのドメイン区切り文字」ページが表示さ
れます。

12.「次へ」をクリックしてデフォルト値 (@)を受け入れます。

「Access Managerベースディレクトリ」ページが表示されます。

13.「次へ」をクリックしてデフォルト値を受け入れます。

「Web Serverの設定の詳細」ページが表示されます。

14.次のようにして、デフォルト値によってデフォルトのWeb Serverインスタンスが
特定されることを確認します。

� 「サーバールートディレクトリ」テキストフィールドのデフォルト値が
/opt/SUNWwbsvrであることを確認します。

� 「サーバーインスタンスの識別子」テキストフィールドのデフォルト値が
evaluation_hostであることを確認します。

� 「仮想サーバーの識別子」テキストフィールドのデフォルト値が
https-evaluation_hostであることを確認します。

� 「サーバー HTTPポート」テキストフィールドのデフォルト値が 80であるこ
とを確認します。

「次へ」をクリックします。「Directory (LDAP) Server」ページが表示されます。
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図 7–3「Directory (LDAP) Serverパネル」ページ

15.次の操作を実行して、デフォルトの Directory Serverインスタンスを指定しま
す。

� 「LDAP URL」テキストフィールドのデフォルト値
ldap://evaluation_host389を受け入れます。

� 「バインド名」テキストフィールドのデフォルト値 cn=Directory Manager
を受け入れます。Directoryと Managerの間にはスペースがあります。

� 「パスワード」テキストフィールドに、passwordと入力します。

「次へ」をクリックします。「Access Manager最上位管理者」ページが表示され
ます。

図 7–4「Access Manager最上位管理者」ページ
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16.次の操作を実行して、Access Managerインスタンスの最上位管理者を特定しま
す。

� 「ユーザー名」テキストフィールドのデフォルト値 amadminを受け入れま
す。

� 「パスワード」テキストフィールドに、passwordと入力します。

「次へ」をクリックします。「Access Manager内部 LDAP認証パスワード」ペー
ジが表示されます。

図 7–5「Access Manager内部 LDAP認証パスワード」ページ

17.次の操作を実行して、Access Managerインスタンスの内部ユーザーを指定しま
す。

� 「ユーザー名」テキストフィールドのデフォルト値 amldapuserを受け入れま
す。

� 「パスワード」テキストフィールドに、ldappasswordと入力します。

「次へ」をクリックします。「デフォルトのドメインの組織 DN」ページが表示さ
れます。

18.デフォルトの組織 DNとして o=examplecorp.com,o=examplecorpが指定されて
いることを確認します。

ヒント –この組織 DNによって、Messaging Server設定ウィザードで作成した
LDAP組織 (および関連するメールドメイン)が指定されます。

「次へ」をクリックします。「デフォルト組織の最上位管理者」ページが表示され
ます。
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図 7–6「デフォルト組織の最上位管理者」ページ

19.次の操作を実行して、Delegated Administratorユーティリティーの最上位管理者
を作成します。

� デフォルトの管理ユーザー IDを受け入れます。
� 管理パスワードとして passwordと入力します。

「次へ」をクリックします。「サービスパッケージと組織のサンプル」ページ
が表示されます。

20.次の操作を行います。

� 「サンプルサービスパッケージを読み込む」が選択されていることを確認しま
す。

� 「サンプル組織を読み込む」が選択されていることを確認します。

� 「サンプルの優先メールホスト」テキストフィールドのデフォルト値が
evaluation_hostであることを確認します。

「次へ」をクリックします。「設定する準備が整いました」ページが表示されま
す。

21.設定の概要を確認します。

「今すぐ設定」をクリックします。「作業シーケンスを起動中」ページが表示され
ます。設定が完了すると、「シーケンスを完了」ページが表示されます。

22.メッセージを確認し、Delegated Administrationユーティリティーが正しく設定
されたことを確認します。次のメッセージが表示されます。

All Tasks Passed

「次へ」をクリックします。「Web Serverの再起動」ダイアログボックスが表示
されます。

第 7章 •評価ソリューション用のユーザー管理 115



23.「了解」をクリックします。

「デフォルトのドメイン設定後の作業」ダイアログボックスが表示されます。

ヒント –このマニュアルには、評価例に関する設定後の作業が記載されています。

24.「了解」をクリックします。

「インストールサマリー」ページが表示されます。

25.インストールサマリーを確認します。

「閉じる」をクリックします。設定ウィザードが閉じます。

26. Web Serverのデフォルトインスタンスディレクトリに移動します。

このディレクトリ名には、Web Serverをインストールしたシステムの完全修飾名
が含まれています。

cd /opt/SUNWwbsvr/https-evaluation_host

27.次のコマンドを実行して、Web Serverを再起動します。

./stop; ./start

Web Serverにより、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表示
されます。

startup: server started successfully

これで、デフォルトの Directory Serverインスタンスと相互動作するように
Delegated Administratorが設定されました。

メールサービスおよびカレンダサービス
用の LDAP組織の設定
ユーザーが Java ESサービスにログインしようとすると、サービスにより LDAP認証
が実行され、サービスを使用する権限がユーザーにあるかどうかが判別されます。
LDAP認証では、サービスに対するアクセスが許可されていることを示す特定のオブ
ジェクトクラスと属性が、ユーザーの LDAPデータに含まれているかどうかが調べら
れます。

� それらの特定のオブジェクトクラスと属性がユーザーの LDAPデータに含まれて
いる場合、ユーザーはログインを許可されます。

� それらのオブジェクトクラスと属性がユーザーの LDAPデータに含まれていない
場合、ユーザーはログインを拒否されます。
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Java ESサービスごとに、認証に使用されるオブジェクトクラスと属性の集合があり
ます。

属性とオブジェクトクラスの追加は、スキーマの拡張と呼ばれます。評価ソリュー
ションでは、o=examplecorp.com,o=examplecorp組織にテストユーザーアカウントを
作成する前に、メールサービスとカレンダサービスの認証に使用される LDAPオブ
ジェクトクラスと属性を組織に追加します。

ここでは、メッセージングサービス、カレンダサービス、およびポータルサービスの
認証に使用されるオブジェクトクラスと属性で LDAP組織のスキーマを拡張する方法
を説明します。

� メッセージングサービスおよびカレンダサービス
用に LDAP組織のスキーマを拡張するには
この手順では、メールおよびカレンダの認証に必要な LDAP属性とオブジェクトクラ
スを o=examplecorp.com,o=examplecorp組織に追加する方法を示します。コマンド
構文の概要については、51ページの「Delegated Administratorコマンド行の詳細」
を参照してください。

1. Delegated Administrationユーティリティーのディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWcomm/bin

2. commadmin domain modify コマンドを次のように使用して、LDAP 組織を拡張
します。

./commadmin domain modify -D admin -w password -d examplecorp.com
-S mail -H evaluation_host -S cal -B evaluation_host -P allowProxyLogin:yes
-T America/Los_Angeles

3. DNSドメイン名の入力を要求するプロンプトが表示される場合があります。その
場合は、evaluation_domainを入力して Enterキーを押します。

エンドユーザーアカウントのプロビ
ジョニング
ここでは、Delegated Administrationユーティリティーコンソールを使用してテスト
ユーザーアカウントをプロビジョニングする方法について説明します。評価ソリュー
ションのポータルサービス、メールサービス、およびカレンダサービスに対するアク
セスをテストアカウントに許可します。コマンド構文の概要については、51ページ
の「Delegated Administratorコマンド行の詳細」を参照してください。

手順
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運用システムでは、Java ES管理者がユーザーを管理します。LDAP組織計画、LDAP
データベース管理、および委任管理などのユーザー管理タスクについては、この章で
は説明していません。

� テスト用のエンドユーザーアカウントを作成する
には

1. Delegated Administrationユーティリティーのディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWcomm/bin

2. 次のコマンドを実行して、テスト用のユーザーアカウントを作成し、そのアカウン
トをメッセージングサービスおよびカレンダサービス用にプロビジョニングしま
す。

./commadmin user create -D admin -w password -l TestUser -F Test -L User
-W password -S mail -H evaluation_host -E test.user@examplecorp.com -S cal
-B evaluation_host -J 0 -T America/Los_Angeles -k legacy

3. 次のコマンドを実行して、新しいアカウントをさらにポータルサービス用にプロビ
ジョニングします。

./commadmin user modify -D admin -w password -l TestUser
-A +objectclass:sunssoadapterperson
-A +objectclass:sunportaldesktopperson

ユーザーアカウントを作成し、そのアカウントをメッセージジングサービス、カレ
ンダサービス、およびポータルサービス用にプロビジョニングする作業はこれで完
了です。

� テスト用のエンドユーザーアカウントを確認する
には
この手順では、Instant Messagingにログインすることによってテスト用のエンドユー
ザーアカウントを確認する方法を示します。

1. Webブラウザで、次の URLを開きます。

http://evaluation_host/im/en/im.jnlp

「Java Web Start」ダイアログボックスが一時的に表示されます。Instant
Messagingのログインページが表示されます。

2. 次の値を入力します。

� ユーザー ID: TestUser

手順

手順
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� パスワード: password

「ログイン」をクリックします。Instant Messagingのメインウィンドウが表示さ
れます。これによって、テストアカウントが正しくプロビジョニングされたことが
確認されます。

図 7–7 Instant Messagingのメインウィンドウ

3. メインウィンドウの右上隅にある、「ログアウト」をクリックします。

ヒント – Instant Messagingの機能を評価するには、追加のテストユーザーアカウン
トを作成します。複数のテストアカウントに同時にログインし、テストアカウント
間でメッセージを送信します。
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第 8章

シングルサインオン (SSO)の設定およ
び使用

シングルサインオン (SSO)が有効になっているとき、Java ESユーザーはアクセスす
る最初のサービスにログインします。その後、ユーザーは再度ログインすることな
く、シングルサインオンが有効になっているほかのサービスを使用できます。評価ソ
リューションでは、SSOはメッセージングサービスとカレンダサービスに対して有効
になっています。テストアカウントは、Communications ExpressのWebベースイン
タフェースにログインし、メールサービスとカレンダサービスの両方にアクセスする
ことができます。テストアカウントは、ポータルデスクトップにログインし、ポータ
ルデスクトップ経由でメールサービスとカレンダサービスの両方にアクセスすること
もできます。運用ソリューションでは、Access Managerはユーザー独自のアプリケー
ションを含むほかの種類のサービスに対するシングルサインオンもサポートします。

この章では、次の節でシングルサインオンの設定方法と使用方法について説明しま
す。

� 121ページの「シングルサインオンについて」
� 122ページの「Access Managerのシングルサインオン用の設定」
� 125ページの「Communications ExpressにおけるAccess Managerのシングルサイ
ンオンの使用」

� 127ページの「Portal Serverのプロキシ認証用の設定」
� 140ページの「ポータルデスクトップでのプロキシ認証の使用」
� 141ページの「コンポーネントのアンインストール」

シングルサインオンについて
Java ESには、SSOの実装に必要な 2つの関連するメカニズムが用意されています。
ここでは、この 2つのメカニズムについて説明します。
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Access Managerのシングルサインオンについて
Access Managerの SSOは、すべてのWebベースインタフェースに対する SSOアク
セスをサポートします。ユーザーがWebブラウザ経由で最初に SSO対応のサービス
にアクセスすると、Access Managerはそのユーザーを認証し、SSO Cookieをユー
ザーのWebブラウザに送信します。ユーザーが別の SSO対応サービスにアクセスす
ると、ユーザーのWebブラウザは最初にユーザーのセッションがまだ開いていること
をAccess Managerに確認し、次に認証を確認する SSO CookieをAccess Managerに
返送します。ユーザーは、再度ログインすることなく、次のサービスにアクセスでき
ます。

評価ソリューション用にAccess Managerの SSOを設定するには、デフォルトの認証
メカニズムの代わりに SSOを使用するようにMessaging Serverインスタンスと
Calendar Serverインスタンスを設定します。Access Managerと Communications
Expressは、デフォルトでAccess Managerの SSO用に設定されています。

Portal Serverプロキシ認証について
Portal Serverプロキシ認証では、個々のユーザー IDの代わりにプロキシユーザー ID
が使用されます。ユーザーがポータルサービスにログインするとき、ポータルサービ
スはポータルサービスへのアクセスに関してユーザー自身の IDを認証します。ポー
タルデスクトップのチャネルがプロキシ認証用に設定されていると、ポータルサービ
スはプロキシユーザー IDを使用してチャネルサービスを認証し、ユーザーの情報が
ポータルデスクトップのチャネルセクションに表示されます。

ポータルサービスのプロキシ認証を設定するには、Access Managerコンソールを使用
して各サービスの SSOアダプタを設定します。また、プロキシ認証に必要な LDAP
属性を使って各ユーザーアカウントをプロビジョニングする必要があります。

評価ソリューションでは、サンプルポータルデスクトップのメールチャネルとカレン
ダチャネルに対してプロキシ認証を設定します。プロキシアカウントには、各サービ
スの管理者アカウントを使用します。つまり、メールサービスには adminアカウント
を使用し、カレンダサービスには calmasterアカウントをしようします。テストユー
ザーアカウントは、すでにこれらのサービス用にプロビジョニングされています。

Access Managerのシングルサインオン
用の設定
ここでは、評価ソリューションのメールサービスとカレンダサービスをAccess
Managerの SSO用に設定する方法について説明します。
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� SSO用にMessaging Serverを設定するには

1. Messaging Serverディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWmsgsr/sbin

2. 次のようにMessaging Serverの設定コマンドを実行します。

a. ./configutil -o local.webmail.sso.amnamingurl -v
http://evaluation_host/amserver/namingservice

b. ./configutil -o local.webmail.sso.uwcenabled -v 1

c. ./configutil -o local.webmail.sso.uwclogouturl -v
http://evaluation_host:80/uwc/base/UWCMain\?op=logout

d. ./configutil -o local.webmail.sso.uwcport -v 80

e. ./configutil -o local.webmail.sso.uwccontexturi -v “uwc”

f. ./configutil -o local.webmail.sso.amcookiename -v
iPlanetDirectoryPro

g. ./configutil -o local.webmail.sso.uwchome -v
http://evaluation_host/uwc

h. ./configutil -o service.http.allowadminproxy -v yes

i. ./configutil -o service.http.ipsecurity -v no

3. 次のコマンドを実行して、Messaging Serverを停止します。

./stop-msg

4. 次のコマンドを実行して、Messaging Serverを再起動します。

./start-msg

起動プロセスにより、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表示
されます。

starting job-controller server

Messaging Serverの SSO用の設定はこれで完了です。

手順
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� SSO用に Calendar Serverを設定するには
ここでは、Calendar Serverの SSO用の設定について説明します。

1. Calendar Server設定ディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWics5/cal/config

2. ics.confファイルを編集します。

次の各パラメータを検索し、説明に従って変更します。場合によっては、値を変更
し、行のコメントを外します。それ以外の場合は、単に行のコメントを外します。

a. service.http.allowadminproxyを検索します。値を yesに設定します。

b. local.calendar.sso.amnamingurlを検索します。その項目のコメントを
外し、値を http://evaluation_host:80/amserver/namingserviceに設定
します。

c. local.calendar.sso.singlesignoffを検索します。その項目のコメント
を外します。値は、yesに設定したままにします。

d. local.calendar.sso.amcoookienameを検索します。その項目のコメント
を外します。値は、iPlanetDirectoryProに設定したままにします。

e. local.calendar.sso.lognameを検索します。その項目のコメントを外し
ます。値は、am_sso.logに設定したままにします。

f. service.calendarsearch.ldapを検索します。値を noに設定します。

g. service.http.ipsecurityを検索します。その項目のコメントを外しま
す。値を nに変更します。

h. caldb.serveralarmsを検索します。値が 1であることを確認します。

i. caldb.serveralarms.dispatchを検索します。値が yesであることを確
認します。

j. caldb.serveralarms.urlを検索します。その項目のコメントを外し、値が
enp:///ics/customalarmであることを確認します。

k. caldb.serveralarms.contenttypeを検索します。その項目のコメントを
外し、値を text/calendarに設定します。

l. caldb.serveralarms.dispatchtypeを検索します。値が ensであること
を確認します。

3. ics.confファイルを保存して閉じます。

4. Calendar Serverディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWics5/cal/sbin

手順
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5. 次のコマンドを実行して、Calendar Serverを停止します。

./stop-cal

6. 次のコマンドを実行して、Calendar Serverを再起動します。

./start-cal

起動プロセスにより、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表示
されます。

Calendar services were started.

Calendar Serverの SSO用の設定はこれで完了です。

Communications Expressにおける
Access Managerのシングルサインオン
の使用
ここでは、Communications Expressにログインし、シングルサインオン認証を使用
して 1回のログインでメールサービスとカレンダサービスにアクセスする方法につい
て説明します。

� SSOを使用して Communications Expressにログ
インするには

1. Webブラウザで、Communications Expressにログインします。次の URLを開き
ます。

http://evaluation_host/uwc

Communications Expressの認証ページが表示されます。

2. テストユーザーとしてログインします。次の値を入力します。

� ユーザー名: TestUser
� パスワード: password

「ログイン」ボタンをクリックします。Communications Expressのメインウィン
ドウが表示されます。「メール」タブを選択します。テストユーザーの名前と電子
メールアドレス (test.user@examplecorp.com)が表示されます。これによって、テ
ストユーザーとしてログインしたことが確認されます。

手順
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3. 「メール作成」をクリックします。

「新規メッセージ」ウィンドウが開きます。

図 8–1「新規メッセージ」ウィンドウ

4. テストメッセージを作成します。次の操作を行います。

� 「差出人」フィールドに、test.user@examplecorp.comと入力します。
� 「件名」フィールドに、Test Message と入力します。
� 「プレーンテキスト」をクリックします。
� メッセージ本文に、This is a test と入力します。
� 「送信」をクリックします。

「新規メッセージ」ウィンドウが閉じます。

5. 「メールの受信」をクリックします。

テストユーザーの受信ボックスにテストメッセージが表示されます。

6. 「カレンダ」タブをクリックします。

テストユーザーのカレンダが表示されます。

7. 「新しいイベント」をクリックします。

「新しい予定」ウィンドウが表示されます。

8. テストイベントを追加します。次の操作を行います。
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� 「イベントのタイトル」テキストフィールドに、Test Event と入力します。
� 「日付」、「時刻」、「継続期間」の各フィールドのデフォルト値を受け入れ
ます。

� 「場所」テキストフィールドに、Test User’s Office と入力します。
� 「保存」をクリックします。

「新しい予定」ウィンドウが閉じます。テストユーザーのカレンダにテストイベン
トが表示されます。

9. これによって、SSOが機能していることが確認されます。これは、1回のログイ
ンでメールサービスとカレンダサービスの両方にアクセスできるためです。

10.「ログアウト」をクリックします。

Java ESサービスをシングルサインオン用に設定してシングルサインオン認証を使
用する作業と、シングルサインオンを使用してメールサービスとカレンダサービス
にアクセスする作業は、これで完了です。

Portal Serverのプロキシ認証用の設定
ここでは、サンプルポータルデスクトップに表示されるサンプルのメールチャネルと
カレンダチャネルをプロキシ認証用に設定する方法について説明します。

� SSOアダプタサービス用にポータル「カレンダ」
チャネルを設定するには
サンプルポータル「カレンダ」チャネル用にプロキシ認証を有効にするには、SSOア
ダプタサービスを設定します。この設定は、Identity Serverコンソールで行います。

1. Webブラウザで、次の URLを開きます。

http://evaluation_host/amconsole/index.html

Access Managerのログインページが表示されます。

2. ユーザー名 (amadmin) とパスワード ( password) を入力します。

「ログイン」をクリックします。Access Managerコンソールのウィンドウが表示
されます。

3. 「サービス設定」タブをクリックします。

Access Managerのサービスが表示されます。

手順
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4. 左区画をスクロールダウンします。「Portal Server設定」の「SSOアダプタ」を
表示し、「SSOアダプタ」の横の矢印をクリックします。

右区画に、SSOアダプタサービスのプロパティーが表示されます。図 8–2と同様
の画面が表示されます。

図 8–2 SSOアダプタプロパティー

5. SUN-ONE-CALENDAR設定プロパティーを編集します。次の操作を行います。

a. 「SSOアダプタのテンプレート」のリストを見つけます。

b. SUN-ONE-CALENDARアダプタテンプレートの行を見つけます。「プロパ
ティーの編集」をクリックします。

右区画に、テンプレートプロパティーの詳細が表示されます。

6. hostプロパティーを見つけます。それを選択し、「タイプの変更」をクリックし
ます。

右区画に、「プロパティータイプの編集」画面が表示されます。
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7. いくつかのプロパティーの値を「マージ」から「デフォルト」に変更します。次の
操作を行います。

a. hostプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックします。

b. portプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックします。

c. clientPortプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックし
ます。

「保存」をクリックします。SUN-ONE-CALENDARアダプタのプロパティーの
リストが表示されます。

8. テキストフィールドを使用して、次のプロパティーの値を編集します。

a. enableProxyAuthプロパティーを見つけます。値を trueに変更します。

b. proxyAdminUidプロパティーを見つけます。値を calmasterに変更しま
す。

c. proxyAdminPasswordを見つけます。値を passwordに変更します。

d. hostプロパティーを見つけます。値を evaluation_hostに変更します。

e. portプロパティーを見つけます。値を 89に変更します。

f. clientPortプロパティーを見つけます。値を 89に変更します。

「保存」をクリックして、変更を適用します。

9. 左区画で、SSOアダプタ名に続く矢印記号をクリックします。

右区画に、SSOアダプタサービスのプロパティーが表示されます。図 8–2と同様
の画面が表示されます。

10. SUN-UWC-CALENDAR設定プロパティーを編集します。次の操作を行います。

a. 「SSOアダプタのテンプレート」のリストを見つけます。

b. SUN-UWC-CALENDARテンプレートの行を見つけます。「プロパティーの編
集」をクリックします。

右区画に、SUN-UWC-CALENDARプロパティーの詳細が表示されます。

11. hostプロパティーを見つけます。それを選択し、「タイプの変更」をクリックし
ます。

右区画に、「プロパティータイプの編集」画面が表示されます。

12.いくつかのプロパティーの値を mergeから defaultに変更します。

a. hostプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックします。

b. portプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックします。
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c. clientHostプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックし
ます。

d. clientPortプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックし
ます。

「保存」をクリックします。右区画に、SSOアダプタのプロパティーのリスト
が再表示されます。

13.テキストフィールドを使用して、次のプロパティーの値を編集します。

a. enableProxyAuthプロパティーを見つけます。値を trueに変更します。

b. proxyAdminUidプロパティーを見つけます。値を calmasterに変更しま
す。

c. proxyAdminPasswordを見つけます。値を passwordに変更します。

d. serverSSOEnabledプロパティーを見つけます。値を trueに変更します。

e. hostプロパティーを見つけます。値を evaluation_hostに変更します。

f. portプロパティーを見つけます。値を 89に変更します。

g. clientHostプロパティーを見つけます。値を evaluation_hostに変更します。

h. clientPortプロパティーを見つけます。値を 80に変更します。

14.「保存」をクリックして、変更を適用します。

ポータルカレンダチャネルのプロキシ認証用の設定はこれで完了です。引き続き
Access Managerコンソールで作業を行います。

� SSOアダプタサービス用にポータル「メール」
チャネルを設定するには
サンプルポータル「メール」チャネル用にプロキシ認証を有効にするには、SSOアダ
プタサービスを設定します。この設定は、Access Managerコンソールで実行します。

1. 左区画で、SSOアダプタ名に続く矢印記号をクリックします。

右区画に、SSOアダプタサービスのプロパティーが表示されます。図 8–2と同様
の画面が表示されます。

2. SUN-ONE-MAIL設定プロパティーを編集します。次の操作を行います。

a. 「SSOアダプタのテンプレート」のリストを見つけます。

手順
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b. SUN-ONE-MAILの行を見つけます。「プロパティーの編集」をクリックしま
す。

右ページに、SUN-ONE-MAILテンプレートプロパティーの詳細が表示されま
す。

3. hostプロパティーを見つけます。それを選択し、「タイプの変更」をクリックし
ます。

右区画に、「プロパティータイプの編集」画面が表示されます。

4. いくつかのプロパティーの値を mergeから defaultに変更します。

a. hostプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックします。

b. portプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックします。

c. smtpServerプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックし
ます。

d. clientPortプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックし
ます。

e. smtpPortプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックしま
す。

f. domainプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックしま
す。

「保存」をクリックします。右区画に、SSOアダプタのプロパティーのリスト
が表示されます。

5. テキストフィールドを使用して、次のプロパティーの値を編集します。

a. enableProxyAuthプロパティーを見つけます。値を trueに変更します。

b. proxyAdminUidプロパティーを見つけます。値を adminに変更します。

c. proxyAdminPasswordを見つけます。値を passwordに変更します。

d. hostプロパティーを見つけます。値を evaluation_hostに変更します。

e. portプロパティーを見つけます。値を 143に変更します。

f. smtpServerプロパティーを見つけます。値を evaluation_hostに変更します。

g. clientPortプロパティーを見つけます。値を 88に変更します。

h. smtpPortプロパティーを見つけます。値を 25に変更します。

i. domainプロパティーを見つけます。空白になっていることを確認します。

j. serverSSOENabledプロパティーを見つけます。値を trueに変更します。

6. 「保存」をクリックして、変更を適用します。
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7. 左区画で、SSOアダプタ名に続く矢印記号をクリックします。

右区画に、SSOアダプタサービスのプロパティーが表示されます。図 8–2と同様
の画面が表示されます。

8. SUN-UWC-MAIL設定プロパティーを編集します。次の操作を行います。

a. 「SSOアダプタのテンプレート」のリストを見つけます。

b. SUN-UWC-MAILテンプレートの行を見つけます。「プロパティーの編集」をク
リックします。

右ページに、SUN-UWC-MAILテンプレートプロパティーの詳細が表示されま
す。

9. hostプロパティーを見つけます。それを選択し、「タイプの変更」をクリックし
ます。

右区画に、「プロパティータイプの編集」画面が表示されます。

10.いくつかのプロパティーの値を mergeから defaultに変更します。

a. hostプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックします。

b. portプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックします。

c. smtpServerプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックし
ます。

d. clientPortプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックし
ます。

e. smtpPortプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックしま
す。

f. domainプロパティーを選択します。「デフォルトに移動」をクリックしま
す。

「保存」をクリックします。右区画に、SUNW-UWC-MAILアダプタのテンプ
レートプロパティーのリストが再表示されます。

11.テキストフィールドを使用して、次のプロパティーの値を編集します。

a. enableProxyAuthプロパティーを見つけます。値を trueに変更します。

b. proxyAdminUidプロパティーを見つけます。値を adminに変更します。

c. proxyAdminPasswordを見つけます。値を passwordに変更します。

d. hostプロパティーを見つけます。値を evaluation_hostに変更します。

e. portプロパティーを見つけます。値を 143に変更します。

f. smtpServerプロパティーを見つけます。値を evaluation_hostに変更します。
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g. clientPortプロパティーを見つけます。値を 88に変更します。

h. smtpPortプロパティーを見つけます。値を 25に変更します。

i. domainプロパティーを見つけます。空白になっていることを確認します。

j. serverSSOENabledプロパティーを見つけます。値を trueに変更します。

12.「保存」をクリックして、変更を適用します。

13.コマンド行で、Web Serverディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWwbsvr/https-evaluation_host

14.次のコマンドを実行して、Web Serverを再起動します。

./stop; ./start

起動プロセスにより、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表示
されます。

startup: server started successfully

Web Serverを再起動すると、Portal Serverが再起動し、すべての設定変更が適用
されます。

� プロキシ認証用に Portal Desktopを設定するには

1. Access Managerコンソールに戻ります。「アイデンティティー管理」タブをク
リックします。

2. 「表示」ドロップダウンメニューで、「サービス」を選択します。

左区画にサービスのリストが表示されます。

3. 左区画で、「ポータルデスクトップ」サービスを見つけます。矢印をクリックしま
す。

右区画にポータルデスクトップの設定が表示されます。

4. 右区画で、「チャネルおよびコンテナの管理」をクリックします。

右区画にポータルデスクトップチャネルのリストが表示されます。

5. 右区画で、MyFrontPageTabPanelContainerを見つけます。それをクリックしま
す。(「プロパティーを編集」をクリックしないでください。)

右区画にMyFrontPageTabPanelContainerチャネルのプロパティーが表示されま
す。

6. 右区画で、「使用可能」リストを見つけます。
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7. UWCMailチャネルおよび UWCCalendarチャネルを「使用可能」リストか
ら「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに移動します。

a. UWCMailを選択します。

b. 「追加」をクリックします。

UWCMailが「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに移動
します。

c. UWCCalendarを選択します。

d. 「追加」をクリックします。

UWCCalendarが「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに
移動します。

8. UWCMailチャネルおよび UWCCalendarチャネルを「コンテンツページでエン
ドユーザーが使用可能」リストから「ポータルデスクトップに表示可能」リストに
移動します。

a. UWCMailを選択します。

b. 「追加」をクリックします。

UWCMailが「ポータルデスクトップに表示可能」リストに移動します。

c. UWCCalendarを選択します。

d. 「追加」をクリックします。

UWCCalendarが「ポータルデスクトップに表示可能」リストに移動します。

9. Mailチャネルおよび Calendarチャネルを「ポータルデスクトップに表示可能」
リストから「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに移動しま
す。

a. Mailを選択します。

b. 「削除」をクリックします。

UWCMailが「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに移動
します。

c. Calendarを選択します。

d. 「削除」をクリックします。

Calendarが「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに移動し
ます。

10. Mailチャネルおよび Calendarチャネルを「コンテンツページでエンドユーザー
が使用可能」リストから「使用可能」リストに移動します。

a. Mailを選択します。
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b. 「削除」をクリックします。

Mailが「使用可能」リストに移動します。

c. Calendarを選択します。

d. 「削除」をクリックします。

Calendarが「使用可能」リストに移動します。

11.「保存」をクリックします。

12.右区画で、「トップ」をクリックします。

コンテナチャネルのリストが再表示されます。

13.右区画で、JSPNativeContainerチャネルを見つけます。それをクリックします。
(「プロパティーを編集」をクリックしないでください。)

右区画に JSPNativeContainerチャネルのプロパティーが表示されます。

14.右区画で、「使用可能」リストを見つけます。

15. UWCMailチャネルおよび UWCCalendarチャネルを「使用可能」リストか
ら「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに移動します。

a. UWCMailを選択します。

b. 「追加」をクリックします。

UWCMailが「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに移動
します。

c. UWCCalendarを選択します。

d. 「追加」をクリックします。

UWCCalendarが「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに
移動します。

16. UWCMailチャネルおよび UWCCalendarチャネルを「コンテンツページでエン
ドユーザーが使用可能」リストから「ポータルデスクトップに表示可能」リストに
移動します。

a. UWCMailを選択します。

b. 「追加」をクリックします。

UWCMailが「ポータルデスクトップに表示可能」リストに移動します。

c. UWCCalendarを選択します。

d. 「追加」をクリックします。

UWCCalendarが「ポータルデスクトップに表示可能」リストに移動します。
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17. Mailチャネルおよび Calendarチャネルを「ポータルデスクトップに表示可能」
リストから「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに移動しま
す。

a. Mailを選択します。

b. 「削除」をクリックします。

UWCMailが「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに移動
します。

c. Calendarを選択します。

d. 「削除」をクリックします。

Calendarが「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに移動し
ます。

18. Mailチャネルおよび Calendarチャネルを「コンテンツページでエンドユーザー
が使用可能」リストから「使用可能」リストに移動します。

a. Mailを選択します。

b. 「削除」をクリックします。

Mailが「使用可能」リストに移動します。

c. Calendarを選択します。

d. 「削除」をクリックします。

Calendarが「使用可能」リストに移動します。

19.「保存」をクリックします。

20.右区画で、「トップ」をクリックします。

コンテナチャネルのリストが再表示されます。

21.右区画で、JSPRenderingContainerチャネルを見つけます。それをクリックしま
す。(「プロパティーを編集」をクリックしないでください。)

右区画に JSPRenderingContainerチャネルのプロパティーが表示されます。

22.右区画で、「使用可能」リストを見つけます。

23. UWCMailチャネルおよび UWCCalendarチャネルを「使用可能」リストか
ら「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに移動します。

a. UWCMailを選択します。

b. 「追加」をクリックします。

UWCMailが「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに移動
します。

c. UWCCalendarを選択します。

136 Sun Java Enterprise System 2005Q1配備実例集:評価のシナリオ



d. 「追加」をクリックします。

UWCCalendarが「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに
移動します。

24. UWCMailチャネルおよび UWCCalendarチャネルを「コンテンツページでエン
ドユーザーが使用可能」リストから「ポータルデスクトップに表示可能」リストに
移動します。

a. UWCMailを選択します。

b. 「追加」をクリックします。

UWCMailが「ポータルデスクトップに表示可能」リストに移動します。

c. UWCCalendarを選択します。

d. 「追加」をクリックします。

UWCCalendarが「ポータルデスクトップに表示可能」リストに移動します。

25. Mailチャネルおよび Calendarチャネルを「ポータルデスクトップに表示可能」
リストから「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに移動しま
す。

a. Mailを選択します。

b. 「削除」をクリックします。

UWCMailが「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに移動
します。

c. Calendarを選択します。

d. 「削除」をクリックします。

Calendarが「コンテンツページでエンドユーザーが使用可能」リストに移動し
ます。

26. Mailチャネルおよび Calendarチャネルを「コンテンツページでエンドユーザー
が使用可能」リストから「使用可能」リストに移動します。

a. Mailを選択します。

b. 「削除」をクリックします。

Mailが「使用可能」リストに移動します。

c. Calendarを選択します。

d. 「削除」をクリックします。

Calendarが「使用可能」リストに移動します。

27.「保存」をクリックします。

28.ウィンドウの右上隅にある、「ログアウト」をクリックします。
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� プロキシ認証用にMessaging Serverを設定するに
は
プロキシ認証用にMessaging Serverを設定するには、コマンド行で設定コマンドを実
行します。

1. Messaging Serverディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWmsgsr/sbin

2. 次のコマンドを実行してMessaging Serverを設定します。

./configutil -o store.admins admin

このコマンドにより、管理ユーザー IDでMessaging Serverメッセージストアを管
理すること、およびユーザーメールボックスにアクセスすることが可能になりま
す。

3. 次のコマンドを実行して、メールサーバーのルートに切り替えます。

su mailsrv

4. 次のコマンドを実行してMessaging Serverを設定します。

./configutil -o service.http.allowadminproxy -v yes

このコマンドにより、Messaging Serverがプロキシアカウントを認証することが
可能になります。

5. 次のコマンドを実行して、メールサーバーのルートを終了します。

exit

6. 次のコマンドを実行してMessaging Serverを停止します。

./stop-msg

7. 次のコマンドを実行してMessaging Serverを再起動します。

./start-msg

起動プロセスにより、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表示
されます。

starting job-controller server

Messaging Serverがプロキシ認証を受け入れるための設定はこれで完了です。
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� プロキシ認証用に Calendar Serverを設定するには
プロキシ認証を受け入れるように Calendar Serverを設定するには、テキストエ
ディタで Calendar Serverの設定ファイルを編集します。また、コマンド行で設定コ
マンドも実行します。

1. Calendar Serverディレクトリに移動します。

cd /etc/opt/SUNWics5/config

2. テキストエディタで ics.confファイルを開きます。

次の各プロパティーを検索し、説明に従って変更します。場合によっては、これは
値を変更し、行のコメントを外すことを意味します。それ以外の場合は、単に行の
コメントを外すことを意味します。

a. service.http.allowadminproxyプロパティーを見つけます。コメントが
外れていることを確認します。値が yesに設定されていることを確認します。

service.http.allowadminproxy=”yes”

b. service.admin.calmaster.credプロパティーを見つけます。コメントが
外れていることを確認します。値が passwordに設定されていることを確認し
ます。

service.admin.calmaster.cred=”password”

c. service.admin.calmaster.useridプロパティーを見つけます。コメント
が外れていることを確認します。値が calmasterに設定されていることを確
認します。

service.admin.calmaster.userid=”calmaster”

d. ics.confファイルを保存して閉じます。

3. Calendar Serverディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWics5/cal/sbin

4. 次のコマンドを実行して Calendar Serverを停止します。

./stop-cal

5. 次のコマンドを実行して Calendar Serverを再起動します。

./start-cal

起動プロセスにより、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表示
されます。

Calendar services were started.

Calendar Serverのプロキシ認証用の設定はこれで完了です。

手順
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ポータルデスクトップでのプロキシ認証
の使用
ここでは、ポータルデスクトップにログインし、プロキシ認証を使用してMessenger
Expressおよび Calendar Expressのインタフェースをポータルデスクトップから直接
開きます。

� プロキシ認証機能を使用するには

1. Webブラウザで、次の URLを開きます。

http://evaluation_host/portal/dt

サンプルポータルデスクトップが表示されます。

2. 「メンバーログイン」フィールドを使用してログインします。次の値を入力しま
す。

� ユーザー名: TestUser
� パスワード: password

「ログイン」をクリックします。ポータルデスクトップの「カレンダ」チャネルお
よび「メール」チャネルに、TestUserのメール情報およびカレンダ情報が表示さ
れます。と同様の画面が表示されます。
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図 8–3メールチャネルとカレンダチャネルが表示されているポータルデスクトップ

3. 「カレンダ」チャネルおよび「メール」チャネルには、この時点で情報が表示され
ています。

4. 「カレンダを起動」をクリックします。

Calendar Expressのメインウィンドウが表示されます。これにより、プロキシ認証
が Calendar Serverに対して正しく設定されていることが確認されます。

5. 「メールを起動」をクリックします。

Messenger Expressのメインウィンドウが表示されます。これにより、プロキシ認
証がMessaging Serverに対して正しく設定されていることが確認されます。

6. 「ログアウト」をクリックします。

評価シナリオはこれで完了です。引き続き、評価配備のその他の機能を確認できま
す。

コンポーネントのアンインストール
評価が完了したら、Java Enterprise Systemアンインストーラを使用して、インストー
ルしたコンポーネントを削除できます。/var/sadm/prod/entsysにアンインス
トーラがインストールされています。
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� Java Enterprise Systemコンポーネントをアンイン
ストールするには

1. アンインストーラのディレクトリに移動します。

cd /var/sadm/prod/entsys

2. 次のコマンドを実行して、アンインストーラを起動します。

./uninstall

3. アンインストーラのプロンプトに応答して、アンインストールするコンポーネント
を指定します。

アンインストーラの使用方法の詳細については、Java Enterprise Systemインス
トールガイドを参照してくださ
い。http://docs.sun.com/source/817-7054?l=jaからオンラインでアク
セスできます。
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